
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
一
そ
の
一
）

国
家
独
占
資
本
主
義
賃
銀
統
制
の
必
然
性
に
つ
い
て

三
　
好

正
　
巳

開
　
　
　
　
題

　
今
目
、
国
家
独
占
資
本
主
義
論
は
、
そ
の
理
論
的
発
展
を
一
層
要
請
さ
れ
て
お
り
、
か
っ
ま
た
、
実
際
に
理
論
的
発
展
を
と
げ
っ

つ
あ
る
。

　
こ
の
理
論
的
発
展
は
、
資
本
主
義
の
世
界
史
的
段
階
、
し
た
が
っ
て
、
七
〇
年
代
の
目
本
資
本
主
義
の
世
界
史
的
段
階
の
現
実
に

観
定
さ
れ
た
理
論
の
発
展
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
は
、
国
際
的
管
理
通
貨
制
度
を

主
要
な
手
段
と
し
て
行
な
わ
れ
、
ま
た
金
融
寡
頭
制
の
か
か
る
経
済
力
の
集
中
を
基
礎
に
し
て
軍
事
的
・
政
治
的
支
配
と
し
て
の
国

家
支
配
を
貫
徹
さ
せ
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な
国
家
独
占
資
本
主
義
世
界
体
制
は
、
た
し
か
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
市
場
を
帝

国
主
義
諸
国
の
た
め
に
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
古
典
的
意
味
で
の
恐
慌
の
破
壊
力
を
抑
制
す
る
こ
と
も
得
さ
し
め
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
主
要
矛
盾
と
な
っ
た
両
体
制
問
矛
盾
は
、
帝
国
主
義
・
反
革
命
戦
争
と
資
本
主
義
の
経
済
的

渋
滞
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
世
界
体
制
を
動
揺
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
は
、
主
要
に
ー
は
ア
メ
リ
カ
資
本

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
六
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
六
二
四
）

主
義
の
政
治
的
孤
立
と
ド
ル
危
機
と
し
て
発
現
し
、
ま
た
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
．
経
済
的
地
位
の
低
下
に
起
因
す
る
と
こ
ろ

の
こ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
世
界
体
制
の
弛
緩
は
、
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
円
・
ド
ル
間
題
と
し
て
結
果
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。　

こ
の
円
・
ド
ル
問
題
は
、
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
の
内
容
を
、
全
面
的
・
具
体
的
に
明
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国

家
独
占
資
本
主
義
世
界
体
制
の
動
揺
は
、
目
米
間
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
資
本
蓄
積
の
脆
弱

性
を
一
挙
に
露
呈
さ
せ
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
を
強
加
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
・
円
一
ド
ル
問
題
を
契
機
と
し
て
深
め
ら
れ
た
国
家
独
占
資
本
主
義
の
認
識
は
、
第
一
に
は
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機

の
深
化
の
も
と
で
の
目
本
資
本
主
義
の
世
界
史
的
位
置
の
認
識
（
日
本
資
本
主
義
の
「
七
〇
年
代
」
の
意
味
）
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
目

本
資
本
主
義
の
基
本
的
性
格
に
か
ん
す
る
認
識
で
あ
る
。
第
一
の
認
識
に
関
連
し
て
は
、
　
「
先
進
資
本
主
義
国
」
の
民
主
主
義
的
変

革
の
た
め
の
物
質
的
基
礎
の
成
熟
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
認
識
、
第
二
の
認
識
に
関
し
て
は
、
軍
国
主
義
．
帝
国
主
義
復
活

・
強
加
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
の
内
容
の
認
識
が
与
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
目
本
資
本
主
義
の
今
目
の
現
実
の
中
で
停
迷
す
る
杜
会
政
策
論
の
、
現
代
杜
会
政
策
論
と
し

て
の
再
生
を
意
図
し
て
、
杜
会
政
策
（
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
準
戦
時
体
制
の
前
ま
で
）
、
戦
時
杜
会
政
策
（
準
戦
時
体
制
か
ら
戦
時
体
制
を

経
て
敗
戦
ま
で
）
・
杜
会
保
障
（
戦
後
）
の
展
開
を
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
過
程
の
中
で
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
現
代
杜
会
政
策
の
理

論
と
体
系
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
追
求
の
一
環
と
し
て
、
戦
時
下
の
賃
銀
統
制
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
さ
き
に
の
べ
た
国
家
独
占
資
本
主
義
の
認
識
は
、
こ
の
戦
時
賃
銀
統
制
の
研
究
に
あ
た
っ
て
の
課
題
設
定
を
制
約

す
る
こ
と
に
た
る
。



　
す
な
わ
ち
、
第
一
の
課
題
は
、
こ
の
賃
銀
統
制
を
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
国
家
支
配
と
い
う
内
容
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

あ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的
資
本
集
中
過
程
（
１
－
金
融
寡
頭
制
）
の
動
揺
（
階
級
斗
争
の
激
化
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
生
産
機
構

の
撹
乱
を
、
資
本
が
自
主
的
に
克
服
・
再
編
成
し
え
な
い
危
機
的
情
況
に
お
い
て
、
国
家
支
配
の
強
化
と
し
て
の
再
編
成
を
す
る
た

め
の
、
主
要
な
一
つ
の
手
段
た
る
労
務
統
制
の
一
環
と
し
て
賃
銀
統
制
を
把
握
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
賃
銀
統
制
を
こ
の
よ

う
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
１
、
賃
銀
統
制
を
労
働
者
の
抵
抗
と
の
相
互
規
定
的
関
係
に
ー
お
い
て
と
ら
え
る
べ
き
こ
と
を
提
示
す

る
。
そ
の
ぼ
あ
い
、
労
働
者
の
抵
抗
が
、
制
度
的
要
求
、
さ
ら
に
政
治
的
抵
抗
へ
と
発
展
す
る
物
質
的
基
盤
を
拡
大
す
る
こ
と
に
お

い
て
、
賃
銀
の
国
家
統
制
は
、
資
本
の
側
か
ら
す
れ
ぼ
、
労
働
組
合
の
禁
圧
・
労
働
運
動
の
全
面
的
拒
否
と
同
時
に
、
資
本
集
中
過

程
に
と
も
な
う
労
働
力
の
組
織
化
に
む
か
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
戦
時
下

の
産
業
報
国
会
は
、
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
が
必
然
的
に
成
熟
さ
せ
る
政
治
的
変
革
の
条
件
を
圧
殺
す
る
た
め
の
労
働
運
動
の
全

面
的
否
定
と
、
同
時
に
１
、
そ
の
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
の
国
家
支
配
と
し
て
の
労
働
者
の
組
織
化
（
１
１
産
業
報
国
会
運
動
）
の
結
果

と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
の
課
題
は
、
賃
銀
統
制
が
、
金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
と
し
て
の
内
容
に
お
い
て
、
国
家
支
配
の
強
化
過
程
は
、
賃
銀
統
制

を
し
て
、
一
層
直
接
的
．
全
面
的
統
制
た
る
労
働
統
制
（
１
１
全
固
的
徴
用
制
）
に
移
行
せ
し
め
る
。
こ
の
労
働
統
制
は
、
準
戦
時
体
制

下
の
労
働
力
統
制
と
は
質
的
段
階
を
異
に
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
全
般
的
労
働
義
務
制
の
成
立
に
ほ

　
　
　
　
（
２
）

か
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
賃
銀
統
制
を
、
直
接
的
．
全
面
的
労
働
統
制
へ
の
展
開
と
い
う
、
金
融
寡
頭
制
に
よ
る
国
家
支
配
の
発
展
過
程
と

し
て
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
六
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
六
二
六
）

　
こ
の
国
家
支
配
の
展
開
過
程
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
軍
事
経
済
的
性
格
（
軍
国
主
義
．
帝
国
主
義
）
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
軍
事
経
済
的
性
格
に
お
け
る
資
本
蓄
積
の
脆
弱
性
こ
そ
が
、
賃
銀
統
制
の
破
綻
と
労
働
統
制
へ
の
移
行
を
必
然
化
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
こ
の
よ
う
な
性
格
と
内
容
の
把
握
に
あ
た
っ
て
、
国
家
と
私
的
資
本
の

矛
盾
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
と
私
的
資
本
の
こ
の
矛
盾
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
軍
事
的
．
帝
国
主
義
的
性
格
に

ょ
っ
て
露
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
経
済
計
画
に
お
げ
る
軍
優
先
が
“
こ
の
矛
盾
を
暴
露
し
、
激
化
さ
せ
る
。

　
第
三
の
課
題
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
国
家
支
配
と
し
て
の
、
賃
銀
統
制
と
そ
の
労
働
統
制
へ
の
展
開
が
、
労
働
力
の
組
織
化

を
一
層
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
階
級
的
組
織
化
の
物
質
的
条
件
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
の
解
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

資
本
主
義
的
資
本
蓄
積
過
程
は
、
労
働
力
化
と
資
本
集
中
に
対
立
し
た
労
働
力
の
組
織
化
を
結
果
す
る
が
、
賃
銀
統
制
さ
ら
に
労
働

統
制
は
、
こ
の
労
働
力
の
組
織
を
、
一
段
と
直
接
的
・
全
面
的
・
強
権
的
に
組
織
化
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の

経
済
計
画
に
お
い
て
、
強
権
的
に
組
織
化
さ
れ
た
労
働
力
配
置
の
中
で
、
戦
時
強
制
労
働
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
と
結
合
し
て
労
働
者

階
級
の
貧
困
化
が
進
行
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
賃
銀
統
制
の
分
析
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
資
本
蓄
積
が
も
た
ら
す
労
働
力
化
と
労
働
力
の
組
織
化
、
そ
し
て
そ
の

も
と
で
の
貧
困
化
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
た
る
。

　
以
上
の
課
題
に
お
い
て
、
産
業
報
国
会
と
そ
の
運
動
に
っ
い
て
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
第
一
の
課
題
に
っ
い
て

は
、
資
本
主
義
的
資
本
集
中
過
程
（
１
１
金
融
寡
頭
制
）
の
自
主
統
制
か
ら
、
そ
の
国
家
支
配
の
強
化
と
し
て
の
国
家
統
制
へ
の
移
行
の

論
理
を
、
恐
慌
期
の
「
産
業
合
理
化
」
過
程
と
軍
事
経
済
体
制
強
化
過
程
の
分
析
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
第
二
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
戦
時
生
産
機
構
の
崩
壌
過
程
に
お
げ
る
賃
銀
統
制
の
展
開
を
、
戦
時
物
価
統
制
と
労
力
調
整
に
関
連
し
て
分
析
す



る
。
そ
し
て
最
後
に
、
第
三
の
課
題
は
、
総
動
員
体
制
と
戦
時
強
制
労
働
体
系
に
関
連
し
て
、
労
働
カ
の
組
織
化
と
階
級
構
造
の
解

明
を
必
要
と
す
る
。

　
と
く
に
、
戦
時
賃
銀
統
制
を
こ
の
よ
う
に
分
析
す
る
に
お
い
て
は
、
と
く
に
植
民
地
支
配
と
民
族
抑
圧
の
間
題
を
は
ず
す
こ
と
は

出
来
な
い
。
国
家
独
占
資
本
主
義
の
基
本
的
性
格
か
ら
す
れ
ぱ
、
む
し
ろ
、
そ
こ
か
ら
、
論
旨
を
展
開
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
す
ら

い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
か
か
る
方
法
は
、
旧
植
民
地
に
っ
い
て
の
充
分
な
分
析
匁
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
・

問
題
意
識
と
し
て
は
、
植
民
地
問
題
か
ら
日
本
資
本
主
義
を
見
る
こ
と
を
心
が
げ
っ
っ
も
、
分
析
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
な
お
極
め

て
制
約
的
な
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
１
）
資
本
主
義
的
資
本
集
中
過
程
の
加
速
化
お
よ
び
金
融
寡
頭
制
と
国
家
独
占
資
本
主
義
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
匡
９
ユ
９
彗
亭
ト
ｐ
８
篶
彗
け
量
－

　
　
　
－
。
、
。
、
り
岸
”
－
ｏ
り
一
。
一
〇
。
、
く
。
－
、
心
、
。
箏
一
ぢ
罵
ｇ
ｏ
昌
＜
◎
庁
胴
彗
日
ぴ
け
¢
・
巾
彗
７
向
ｑ
Ｅ
◎
易
ｃ
っ
ｏ
ｑ
ｐ
Ｈ
窮
一
宕
ｇ
・
牧
野
純
夫
・
上
杉
聡
彦
共
訳

　
　
　
　
『
フ
ラ
ン
ス
の
独
占
資
本
　
　
ト
コ
ー
ル
の
経
済
的
基
盤
１
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
八
年
参
照
。
な
お
、
本
書
の
理
論
的
弱
点
は
、
資
本

　
　
　
主
義
の
全
般
的
危
機
の
深
化
過
程
で
露
呈
す
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
軍
国
主
義
、
帝
国
主
義
的
性
格
の
も
た
ら
す
体
制
的
危
機
の
把
握
が
不
充
分

　
　
　
な
こ
と
で
あ
る
。

　
一
。
一
戦
時
下
の
全
般
的
労
働
義
務
制
に
つ
い
て
は
、
加
藤
佑
治
一
目
本
帝
塁
義
下
の
労
働
嚢
全
般
的
労
働
義
務
制
の
史
的
竈
－
一
お
茶

　
　
　
の
水
書
房
、
一
九
七
〇
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
加
藤
氏
の
著
作
に
つ
い
て
の
若
干
の
意
見
は
、
別
稿
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
（
拙
稿
・
書

　
　
　
評
．
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
　
　
全
般
的
労
働
義
務
制
の
史
的
究
明
１
』
、
『
立
命
館
経
済
学
』
第
一
九
巻
第
三
号
、
一
九
七

　
　
　
〇
年
）
。

；
　
国
家
独
占
資
本
主
義
賃
銀
統
制
の
内
容

　
　
　
　
　
　
１
　
「
産
業
合
理
化
」
運
動
と
賃
銀

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

五
　
（
六
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
六
二
八
）

　
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
目
本
資
本
主
義
の
急
速
な
重
化
学
工
業
化
（
１
１
金
融
寡
頭
制
の
確
立
）
を
も
た
ら
し
た
。

　
そ
れ
は
、
鉄
鋼
・
石
炭
・
機
械
に
お
げ
る
生
産
増
強
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
生
産
増
大
の
も
と
で
、
財
閥
と
官
営
企

業
の
支
配
を
結
果
し
た
。
さ
ら
に
、
か
か
る
生
産
機
瞥
に
、
電
力
、
石
油
、
化
学
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
電
力
、
石
油
、
化
学

と
い
う
新
生
産
基
軸
は
旧
生
産
基
軸
、
す
な
わ
ち
鉄
鋼
、
石
炭
、
機
械
を
基
礎
と
し
て
成
立
．
発
展
し
、
旧
生
産
基
軸
と
と
も
に
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

占
資
本
主
義
の
生
産
基
軸
を
構
成
・
増
強
し
、
同
時
に
、
そ
の
軍
事
的
性
格
を
急
速
に
。
発
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
す
た
わ
ち
、
鉄
鋼
業
で
は
、
第
二
期
拡
張
計
画
の
完
成
と
第
三
期
計
画
の
進
行
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
水
準
に
到
達
し
た
官

営
製
鉄
所
を
軸
と
し
、
民
間
鉄
鋼
会
杜
の
拡
充
に
よ
る
急
速
な
発
展
が
み
ら
れ
た
し
、
石
炭
鉱
業
で
も
、
財
閥
．
官
資
本
系
．
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

財
閥
を
軸
と
す
る
生
産
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
機
械
工
業
で
は
、
電
動
機
製
造
を
機
に
生
産
の
急
速
な
増
加
を
み
せ
た
。

な
お
・
自
動
車
製
造
業
、
航
空
機
製
造
工
業
が
民
問
工
業
と
し
て
展
開
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
電
力
に
っ
い
て
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
期
か
ら
戦
後
景
気
の
中
で
飛
躍
的
な
拡
大
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
工
業
電
化
の
促
進
と
化
学
工
業
の
勃
興
を
支

え
た
・
た
と
え
ば
、
鉄
鋼
業
の
電
化
（
圧
延
部
門
の
電
化
、
電
気
精
練
）
や
、
電
解
法
に
よ
る
ソ
ー
ダ
エ
業
、
ヵ
－
バ
イ
ト
エ
業
、
硫

安
工
業
が
発
展
を
み
た
。
石
油
も
、
　
「
内
燃
機
革
命
」
に
呼
応
し
て
、
と
く
に
軍
事
技
術
と
結
合
し
て
市
場
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

輸
入
原
油
の
製
製
に
規
定
さ
れ
た
原
油
輸
入
Ｈ
太
平
洋
岸
製
油
の
構
造
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
こ
に
戦
前
の
目
本
資
本
主
義
の
基
本
的

生
産
力
体
系
が
完
成
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
軍
需
と
復
興
の
た
め
の
世
界
市
場
を
拡
大
し
、
か
か
る
市
場
条
件
に
お
い
て
目
本
資
本
主

義
に
と
っ
て
も
、
そ
の
重
化
学
工
業
化
を
促
進
し
た
。
こ
の
重
化
学
工
業
化
過
程
は
、
資
本
蓄
積
の
急
速
な
発
展
で
、
金
融
寡
頭
制

の
発
展
と
産
業
構
造
の
軍
事
（
依
存
）
的
性
格
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
た
内
容
に
お
げ
る
目
本
資
本
主
義
の
生
産
機
構
は
、
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藤
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１
　
２
　
　
　
　
３
　
　
　
　
４
　
５
　
６

考備

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
相
対
的
安
定
期
の
世
界
市
場
の
拡
大
の
中
で
、
国
外

市
場
へ
の
依
存
を
深
め
た
が
、
そ
れ
は
目
本
資
本
主
義
の
「
特
異
の
性
格
」

に
規
定
さ
れ
た
貿
易
構
造
・
資
本
循
環
構
造
の
も
と
で
成
立
し
た
も
の
で
あ

（
４
）っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
重
化
学
工
業
化
の
た
め
の
生
産
機
構
再
編
成
は
、

地
主
的
土
地
所
有
に
１
も
と
づ
く
地
主
・
小
作
関
係
の
弛
緩
・
動
揺
（
１
１
小
作

争
議
の
激
発
）
を
と
お
し
て
成
熟
す
る
労
働
市
場
の
拡
大
に
支
え
ら
れ
ね
ぼ

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
労
働
市
場
の
拡
大
の
具
体
的
過
程
は
、
農
業
賃
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
拡
大
（
付
表
１
）
と
潜
在
的
過
剰
人
口
の
農
外
流
出
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
目
本
資
本
主
義
の
こ
の
「
特
異
の
性
格
」
に
規
定
さ
れ
た
生
産

機
構
は
、
零
細
企
業
を
市
場
拡
大
過
程
で
籏
生
さ
せ
、
そ
れ
を
包
摂
し
た
脆

弱
な
生
産
構
造
と
し
て
成
立
し
た
。
た
と
え
ぼ
、
鉄
鋼
業
で
は
、
再
生
銑
や

木
炭
銑
業
者
、
単
圧
業
者
な
ど
の
弱
小
企
業
を
ふ
く
む
生
産
構
造
（
付
表
２
）

を
も
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
げ
る
市
場
拡
大
に
ー
対
応
し
た
。
ま
た
、

石
炭
業
で
も
、
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
げ
て
、
五
七
三
・
六
万

ト
ソ
の
増
産
の
う
ち
、
二
二
一
・
四
万
ト
ソ
が
年
産
五
万
ト
ソ
以
下
の
零
細

炭
鉱
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
機
械
工
業
で
は
、
生
産
は
全
体
と

し
て
零
細
企
業
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
問
屋
制
商
業
資
本
に
１
従
属
し
た
小
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
六
二
九
）
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命
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経
済
学
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第
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４
１
９

　
正
　
，

　
大
業

。
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鋼
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後
鉄

よ
始
　
，

に
開
巻

）
戦
１
７

年
大
第

１
１
次
』

正
－
史

大
第
策

（
は
政

驚

１
）
２
）
３
）

考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
六
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

者
が
圧
倒
的
と
い
う
生
産
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
目
本
資
本
主
義
の
こ
の
よ
う
な
急
速
た
発
展
は
、
植
民
地
支
配
の
強
化
に
よ

る
生
産
機
構
の
再
編
成
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
生
産
機
構
の
再
編
成
過

程
は
、
機
構
の
基
底
部
分
の
矛
盾
を
露
呈
・
激
発
さ
せ
る
中
で
進
行
す
る
が
、

そ
れ
は
、
ま
ず
、
　
「
食
糧
危
機
（
米
騒
動
）
」
と
し
て
発
現
し
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
植
民
地
支
配
は
一
層
強
化
さ
れ
た
。
植
民
地
に
お
げ
る
「
産
米
増
植
計

画
」
を
軸
と
し
た
植
民
地
支
配
の
強
化
と
、
米
価
統
制
に
よ
る
農
業
の
国
家
支

配
の
強
化
と
し
て
、
目
本
資
本
主
義
の
「
重
化
学
工
業
化
」
（
１
１
金
融
寡
頭
制
）

に
対
応
し
た
食
糧
需
給
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
れ
は
、
農

業
生
産
機
構
の
脆
弱
性
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
業
恐
慌
過
程
で
の
米
価

問
題
と
し
て
そ
れ
を
発
現
せ
し
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
な
お
、
植
民
地
支
配

の
強
化
過
程
は
、
た
だ
農
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鉄
鋼
、
石
炭
な
ど
の
資
本
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
反
動
恐
慌
以
来
の
一
連
の
恐
慌
過
程
、
と
り
わ
げ
世

界
恐
慌
の
一
環
と
し
て
の
昭
和
恐
慌
は
、
か
か
る
生
産
機
構
の
脆
弱
性
を
一
挙

に
露
呈
せ
し
め
た
。
し
か
も
、
こ
の
露
呈
の
過
程
は
、
官
業
と
民
業
、
内
地
企

業
と
植
民
地
企
業
、
財
閥
・
大
企
業
と
零
細
企
業
の
対
立
激
化
と
し
て
発
現
し
、



そ
れ
ゆ
え
に
、
生
産
機
構
と
し
て
は
一
層
の
資
本
集
中
過
程
を
進
行
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
一
層
の
資
本
集
中
過
程
は
、

金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
政
府
主
導
の
「
産
業
合
理
化
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
具
体
的

表
現
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
か
か
る
「
産
業
合
理
化
」
過
程
は
、
工
業
恐
慌
に
並
行
し
た
農
業
恐
慌
の
も
と
で
動
揺
を
み

せ
た
農
業
生
産
機
構
の
再
編
成
過
程
で
封
建
的
紐
帯
が
弛
緩
し
た
こ
と
を
と
お
し
て
、
労
働
市
場
を
拡
張
・
撹
乱
さ
せ
、
か
っ
農
業

生
産
機
構
の
こ
の
再
編
成
が
追
加
労
働
の
強
制
（
自
作
農
創
設
維
持
事
業
と
「
農
村
厚
生
」
運
動
）
を
軸
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
に
対
応

し
て
、
労
働
強
化
と
長
時
問
労
働
の
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
基
盤
と
し
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
・

　
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
進
行
し
た
目
本
資
本
主
義
の
生
産
機
構
の
再
編
成
の
内
容
を
、
そ
の
世
界
史
的
意
味
に

お
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
ｃ
ｏ
　
こ
の
再
編
成
過
程
は
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
国
際
的
金
融
ｎ
信
用
体
系
の
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
世
界
市
場
の
硬
直
化
を
契
機
と

し
て
進
行
し
、
そ
れ
ゆ
、
又
に
、
目
本
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
強
化
の
た
め
の
再
編
成
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
・

　
す
な
わ
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
（
一
九
一
八
年
）
に
よ
る
資
本
主
義
諸
国
の
金
本
位
制
へ
の
復
帰
の
も
と
で
・
日
本
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

主
義
は
な
お
軍
事
的
理
由
を
も
っ
て
金
輸
出
禁
止
を
っ
づ
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
必
然
的
に
金
準
傭
の
急
増
（
一
九
三
五
年
で
一
〇
億

七
二
〇
〇
万
円
）
を
も
た
ら
し
た
が
、
同
時
に
、
そ
れ
が
イ
ソ
フ
レ
を
昂
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
　
こ
う
し
て
・
物
価
は
高
騰

（
一
九
一
四
年
七
月
の
物
価
指
数
を
一
〇
〇
と
し
て
、
一
九
二
九
年
六
月
に
は
一
七
六
・
三
に
上
昇
）
し
、
さ
ら
に
、
一
九
二
七
年
の
金
融
恐

慌
以
後
、
為
替
相
場
の
変
動
が
一
層
激
し
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
金
輸
出
解
禁
の
要
請
が
強
ま
り
、
景
気
の
回
復
も
あ
っ
て
・
金
輸
出

の
解
禁
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
禁
に
よ
一
て
、
貿
易
は
入
超
と
官
、
資
本
逃
避
が
お
こ
一
て
金
準
備
は
激
減
ｋ
そ

の
た
め
に
、
金
融
制
度
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
、
経
済
機
構
を
崩
壊
さ
せ
る
恐
れ
が
で
て
き
た
。
そ
こ
で
、
一
九
三
一
年
・
再
び
金

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
火
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
六
三
一
）
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一
〇
　
（
六
三
二
）

輸
出
禁
止
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
が
、
日
本
資
本
主
義
を
も
未
嗜
有
の
恐
慌
に
ま
き
こ
ん
だ
こ

と
で
・
恐
慌
脱
出
策
と
し
て
も
金
輸
出
再
禁
止
が
要
請
さ
れ
た
。
こ
の
金
輸
出
再
禁
止
に
よ
り
、
　
「
日
本
商
品
の
金
価
格
の
下
落
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

世
界
市
場
の
平
均
的
金
価
格
の
下
落
よ
り
も
急
激
に
た
っ
た
」
こ
と
で
、
貿
易
輸
出
を
急
伸
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
か

か
る
為
替
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
も
、
結
局
は
、
輸
入
生
産
財
を
高
騰
さ
せ
て
物
価
上
昇
を
促
進
し
、
そ
れ
が
ま
た
、
円
為
替
相
場
を
一
層
低

落
さ
せ
る
圧
力
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
円
為
替
相
場
を
さ
ら
に
下
げ
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
そ
の
も
の
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
・
む
し
ろ
、
円
為
替
を
堅
持
（
資
本
逃
避
防
止
法
、
外
国
為
替
管
理
法
制
定
）
し
っ
つ
、
生
産
費
の
合
理
化
を
強
化
せ
ざ
る
を
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
「
円
価
の
暴
落
を
通
じ
て
価
値
の
無
償
流
出
」
の
た
め
に
、
「
産
業
合
理
化
」
が
強
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
＠
　
生
産
機
構
の
こ
の
再
編
成
過
程
は
、
資
本
の
巨
大
な
集
中
過
程
と
し
て
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
鉄
鋼
業
で
は
官
営
製
鉄
所

の
相
対
的
地
位
が
急
伸
し
、
日
鉄
の
成
立
に
よ
る
目
鉄
支
配
（
１
１
日
鉄
中
心
主
義
）
が
完
成
し
た
。
こ
の
日
鉄
支
配
は
、
軍
縮
を
契
機

と
し
て
民
問
市
場
へ
の
湊
透
を
財
閥
商
杜
と
結
ぶ
こ
と
で
な
し
と
げ
、
さ
ら
に
、
一
部
民
間
鉄
鋼
業
の
経
営
委
託
を
も
受
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

た
ど
に
よ
る
市
場
占
拠
率
の
急
伸
と
し
て
発
現
し
た
。
さ
ら
に
１
、
一
九
一
五
年
の
鉄
鋼
協
議
会
の
成
立
は
、
銑
鉄
共
同
組
合
（
一
九

ニ
ハ
年
）
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
結
成
を
可
能
に
し
た
し
、
大
恐
慌
過
程
で
は
、
製
鋼
懇
話
会
と
の
間
に
銑
鋼
売
買
協
定
を
、
一
時
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

し
ろ
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
軍
縮
を
契
機
と
す
る
鉄
鋼
市
場
の
縮
少
は
、
軍
需
市
場
と
そ
の
官
営
八
幡
製
鉄
に
よ
る
独
占
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
鉄
鋼
生

産
機
構
の
脆
弱
構
造
を
暴
露
さ
せ
た
。
外
銑
と
植
民
地
銑
と
に
よ
る
市
場
撹
乱
（
外
銑
相
場
追
随
の
国
内
市
場
価
格
安
定
策
の
実
施
）
が
、

官
営
製
鉄
へ
の
生
産
集
積
と
民
問
製
鋼
の
屠
鉄
、
外
銑
依
存
の
合
理
化
を
生
み
、
か
か
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
鉄
鋼
業
の
三
層
構



造
（
１
－
脆
弱
性
構
造
の
再
編
成
）
は
、
軍
需
市
場
拡
大
に
も
と
づ
く
生
産
増
強
過
程
で
、
そ
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
結
局
は
目
鉄
中
心

の
銑
鋼
一
貫
化
政
策
を
通
し
て
一
層
の
日
鉄
支
配
を
結
果
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
恐
慌
を
契
機
と
す
る
日
本
資
本
主
義
の
資
本
集
中
過
程
は
、
き
わ
め
て
脆
弱
な
構
造
を
再
生
産
し
っ
っ
進
行
し
た

こ
と
か
ら
、
軍
事
経
済
化
の
進
行
と
そ
の
破
局
過
程
で
は
、
一
層
強
力
に
国
家
支
配
を
強
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
ゆ
　
資
本
集
中
の
こ
の
脆
弱
性
構
造
は
、
こ
の
資
本
集
中
過
程
で
の
金
融
寡
頭
制
に
ー
よ
る
国
家
支
配
を
一
層
強
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、

そ
れ
は
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
へ
の
移
行
を
結
果
す
る
。

　
金
融
寡
頭
制
に
よ
る
国
家
支
配
の
過
程
は
、
経
済
の
自
主
統
制
（
１
１
自
主
的
統
制
の
国
家
に
よ
る
保
旺
）
か
ら
国
家
統
制
へ
の
展
開
過

程
と
し
て
進
行
し
た
。
ま
ず
、
白
主
的
統
制
と
し
て
、
一
九
二
五
年
の
重
要
輸
出
品
工
業
組
合
法
（
一
九
二
五
年
三
月
三
〇
日
法
律

第
二
八
号
）
、
輸
出
組
合
法
（
一
九
二
五
年
三
月
三
〇
目
法
律
第
二
七
号
）
に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
、
さ
ら
に
二
九
二
九
年
の
大
恐
慌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

契
機
に
、
急
速
な
展
開
を
と
げ
た
。
な
か
で
も
、
重
要
産
業
ノ
統
制
二
関
ス
ル
法
律
（
一
九
三
一
年
三
旦
三
目
　
法
律
第
四
〇
号
）
は
、

「
カ
ル
テ
ル
の
形
に
お
げ
る
統
制
」
に
よ
っ
て
「
産
業
合
理
化
」
を
進
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
　
「
産

業
合
理
化
」
は
経
済
統
制
過
程
に
連
節
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
重
要
産
業
統
制
法
の
構
造
は
、
自
主
的
な
カ
ル
テ
ル
協
定
の
強
化
・
拡
大
の
た
め
の
最
小
限
の
強
制
規
定
と
、

こ
の
ヵ
ル
テ
ル
協
定
が
統
制
趣
旨
か
ら
甚
し
く
逸
脱
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
の
監
督
規
定
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
簡
単

な
構
造
の
ゆ
え
に
、
そ
の
統
制
上
の
効
果
は
、
そ
の
運
用
の
如
何
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
問
題
解
決
の
主
要
な
権
限
が
主
務
大
臣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

さ
ら
に
と
り
わ
げ
統
制
委
員
会
に
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
多
く
を
期
待
し
う
る
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
指
定
産
業
は
、
い
わ
ゆ
る
「
重
要
産
業
」
を
網
羅
し
、
そ
こ
で
の
ヵ
ル
テ
ル
協
定
は
、
生
産
・
販
売
・
価
格
に
わ

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
六
三
三
）
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産
ノ

岬
上

業
似

造
り

警

粉
寸

麦
０
ノ

小
５
０

　
　
ツ
ノ

　
　
モ
上

　
業
ヲ
以
　
業

業
　
　
炉
ｔ
）

造
造
高
ｏ
ｏ
ノ
造

製
　
（
３
０
モ
製

素
製
業
額
ス

炭
　
　
造
月
ナ
鉄

靴
糖
艘
鰺
金

二
精
銑
テ
生
合

ヲ
以

塊
駈
）

鋼
ｏ
ｏ
ノ

製
ー
モ

自
額
ス

（
月
ナ

業
時
ヲ

造
常
産

製
テ
生

鋼
イ
ノ

棒
用
上

額
ス
　
額
ス

月
ナ
　
月
ナ

時
ヲ
　
時
ヲ

常
産
　
常
産

（
生
　
（
生

業
ノ
　
業
ノ

造
上
造
上

製
以
製
以

磯
ハ
板
労

山
１
０
モ
鋼
１
０
モ



項事定協
数者業同

加

床
朋
血

盟加
体団制統種業

ノ
　
　
　
テ

文
定
　
シ

注
決
　
　
二

い
の
　
体

　
格
　
団
ズ

率
価
　
的
セ

比
売
　
親
施

売
販
定
懇
実

販
い
決
ル
ヲ

刊
　
ハ
ナ
定

　
当
量
単
協

売
割
数
ハ
制

販
及
売
会
統

同
集
販
協
ダ

共
蒐
Ｈ
本
未

　
ベ
　
　
ニ
売
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
其
件

　
ス
　
之
販
　
　
ス
　
　
　
　
　
格
条

　
及
　
他
い
　
　
及
　
　
　
　
　
価
引

　
ヲ
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
売
取

　
響
　
其
件
　
　
響
　
　
　
　
量
販
キ

　
影
　
格
条
　
　
影
　
　
　
　
数
　
，
べ

量
二
　
価
引
　
　
二
　
　
　
内
量
ス

数
之
　
売
取
　
　
之
　
　
　
輸
数
及

売
他
　
販
キ
　
　
他
　
　
　
　
炭
売
ヲ

販
ノ
　
↑
○
べ
路
　
ノ
　
　
　
　
順
販
響

及
其
件
　
　
ス
販
　
其
件
　
　
　
撫
及
影

率
格
条
売
及
バ
止
格
条
　
　
　
節
率
二

比
価
引
販
ヲ
中
価
引
　
　
調
比
之

売
売
取
同
響
率
産
売
取
同
同
炭
売
他

販
販
キ
共
影
比
増
販
キ
　
　
　
送
販
ノ

３
　
　
　
　
　
７
‘

ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
ｏ
ん

１
■
　
　
　
　
１
↓

４

ｕ

ｎ
６
　
　
　
　
　
０
リ

ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
ｎ
ｚ

ｏ
ｏ
　
　
　
ｏ
ｏ

２
７

２
８

合組売販同共材線本目

会
　
　
　
　
　
杜

　
　
　
　
　
　
会
）

　
　
　
会
　
　
式
ン

協
　
　
合
　
　
株
リ

　
　
　
研
　
　
売
キ

　
　
　
油
　
　
販
・

銅
　
　
発
　
　
同
本

　
　
　
揮
　
　
共
日

　
　
　
産
　
　
酒
大

伸
　
　
国
　
　
孝
（

’
ル
　
業
ノ
モ

ぴ
ス
　
売
上
ス

板
称
業
販
以
ナ
業

延
ト
造
ハ
函

閑
ほ
叡
誓
造

錨
「
ク
造
額
販
　
醸

真
・
除
製
月
ハ

　
ノハ

又
ヲ
油
時
又
酒

又
」
ノ
発
常
産
）

銅
バ
モ
揮
（
生
ノ
麦

）桜
■

ンリキ
■

本日大（

）京東　
　
会

レ
船
合
錐

　
出
研
式

キ　
輸
業
株

焦
一

業造製材線

、
…
菜
生
ジ

売
上
ノ

販
以
モ

炭
配
ス

石
万
ナ

　
ハ
ー
５
ヲ

又
額
売

業
年
販

鉱
時
ハ

炭
常
又

盾
Ｋ
産
ｉ
Ｉ

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

　
浅
。
　
第

　
　
散
　
　
』

　
杜
解
　
史

　
会
リ
　
策

　
盟
眼
　
政

　
加
日
　
　
工

　
非
３
０
　
商

　
。
月
　
　
『

　
鉄
９
　
編

　
日
年
　
省

　
，
３
５
　
業

　
湖
１
９
　
　
産

　
渓
＊
　
　
商

　
本
淋
　
通

　
　
　
　
び

　
鉄
シ
　
よ

　
満
ナ
　
　
お

　
　
用
　
　
頁

　
社
適
　
８

　
会
ノ

　
　
　
　
２
４

　
盟
法
　
　
－

　
加
制纂

祭
。

九
ル
以
刊
１
９
成

雛
柿
ぷ
狐

讐
礁

鵬
鰍
撚
鱈

（
り
盟
　
統
，

査
限
加
む
業
年

雌
払
億

該
箭

離
蝸
鷲
獲

臨
。
　
。
淋
有
巻

　
　
野
淋
　
　
ー
ユ

）
）
　
　
　
　
　
　
　
）

ユ
　
２
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

考備

た
る
広
範
な
も
の
で
あ
っ
た
（
付
表
３
）
。
と
く
に
、

共
販
会
杜
の
設
立
に
ー
よ
る
共
同
販
売
機
構
の
形
成

は
、
こ
の
資
本
集
中
を
一
層
強
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
ー
よ
っ
て
、
こ
の
資
本
集
中
過
程
で
の

自
主
統
制
の
国
家
統
制
へ
の
移
行
を
機
構
的
に
保

証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
　
こ
の
よ
う
な
資
本
集
中
過
程
（
１
１
金

融
寡
頭
制
に
よ
る
国
家
支
配
過
程
）
は
、
　
そ
こ
で
の

生
産
機
構
の
脆
弱
性
構
造
に
照
応
し
た
労
働
力
の

組
織
化
を
も
た
ら
す
。
こ
の
労
働
力
の
組
織
化
は
、

相
対
的
過
剰
人
口
の
基
礎
の
上
に
、
低
賃
銀
構
造

と
し
て
結
果
す
る
。
農
業
恐
慌
を
随
伴
し
た
大
恐

慌
は
、
労
働
市
場
に
失
業
を
激
発
さ
せ
た
が
、
そ

れ
は
、
恐
慌
過
程
で
露
呈
し
た
生
産
機
構
の
脆
弱

性
に
．
規
定
さ
れ
て
、
と
く
に
旦
履
労
働
者
の
失
業

を
鋭
く
顕
在
化
さ
せ
た
（
付
表
４
）
。
す
な
わ
ち
、

旦
犀
労
働
者
の
失
業
が
こ
の
よ
う
に
鋭
く
あ
ら
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
（
六
三
五
）



数者業失ｕ
口
刀

態形在存４表付

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

率業
％
３
６
２
７
９
０
６
１
９
１
０
７
８
２
６
１
２
０
７
０
肌

失

３
・
４
・
４
．
５
・
３
．
３
．
２
．
２
２
１
１

１人
の

他
者

珊
閉
鵬
ｗ
螂
舳
蝸
螂
螂
螂
螂

の
働

泌
阻
軌
帆
肌
糺
凧
帆
附
几
凧

そ
労

１
ー
ユ
２
ー
ユ
ー
１

；

率業
％
ｕ
２
６
８
６
５
９
６
６
３
１
６
２
９
８
７
５
３
０
４
０

失

７
一
８
一
９
一
－
一
〇
一
〇
一
９
８
７
６
５

１
■
　
１
↓
　
１
■

ｉ
者

人

働

跳
〃
蜘
螂
蜘
慨
醐
汕
刑
舳
蜘

労雇

帆
覧
瓢
鴛
撹
坦

目

ｉ
率業
煮
〃
鴉
馳
羽
％
脆
冊
虹
鎚
％

失

３
・
４
・
４
・
４
・
４
・
３
・
３
３
３
２
１

１
者

人

活

醐
鵬
概
蝸
醐
螂
胴
皿
螂
脇
獅

生料

肌
仏
凧
阯
凡
鮒
肌
肌
肌
弘
肌

給

、■

率業
％
３
３
２
３
９
２
８
８
６
６
０
１
６
６
３
５
７
６
０
５
〃

失

４
・
５
．
５
・
６
・
５
・
５
・
４
．
４
・
３
．
３
２

１
，
人

数

慨
棚
螂
醐
鰯
鵬
研
鰯
則
舳
脳

総

肌
鴛
鴛
篶
欝
批

１
次

４
５
６
７
８
９
１
０
ｕ
１
２
１
３
１
４

年

和昭

年
５
８

１
９杜

論
－

評本日』和昭正大治明集計統済経本ｍ編所究研計統本日修監
衛
仇

兵
よ

内
頁

大
７
８

考
２備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
六
三
六
）

れ
た
こ
と
は
、
生
産
過
程
か
ら
旦
雇
労
働
者
を
排
除
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
れ
が
一
層
積
極
的
に
旦
雇
労
働
者
を
生
産
過
程
に
吸
引
す
る
過
程
と
し
て

同
時
に
進
行
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
こ
う
し
て
、
金
融
寡
頭
制
に
よ
る
国
家
支
配
と
し
て
の
生
産
機
構
の
再
編

成
は
、
　
「
産
業
合
理
化
」
過
程
と
し
て
は
「
補
助
工
体
系
」
の
形
成
を
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

た
が
っ
て
本
工
－
臨
時
工
と
し
て
の
労
働
力
の
組
織
化
を
対
応
さ
せ
、
そ
の

こ
と
に
ょ
っ
て
生
産
機
構
の
脆
弱
性
構
造
を
再
生
産
し
た
に
過
ぎ
た
か
っ
た
。

旦
展
労
働
者
の
失
業
と
臨
時
工
の
増
大
を
結
果
す
る
こ
の
資
本
集
中
過
程
の

進
行
に
お
い
て
停
滞
的
過
剰
人
口
が
累
積
・
拡
大
し
、
こ
の
停
滞
的
過
剰
人

口
の
累
積
・
拡
大
と
し
て
「
臨
時
工
問
題
」
が
杜
会
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
停
滞
的
過
剰
人
口
の
累
積
は
、
婦
人
労
働
力
や
年
少
労
働
カ

の
失
業
増
加
に
よ
っ
て
一
層
進
行
し
た
が
、
そ
れ
は
、
停
滞
的
過
剰
人
口
の

量
的
拡
大
に
と
ど
ま
ら
ず
、
成
人
男
子
労
働
力
を
補
助
工
の
位
置
に
っ
け
る

と
い
う
内
容
を
も
っ
て
累
積
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
石
炭
鉱

業
で
は
、
一
九
二
八
年
の
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
改
正
（
保
護
鉱
夫
の
坑
内
就

業
お
よ
び
深
夜
業
禁
止
、
一
般
鉱
夫
の
坑
内
就
業
時
問
の
制
限
な
ど
）
を
契
機
と
し

て
、
女
子
抗
内
夫
は
相
対
的
・
絶
対
的
に
減
少
し
た
（
付
表
５
）
。
こ
の
よ
う



況状少減似夫内坑子女５表付

合

％

ｕ

宝
口

Ｏ
「
ｏ
４
３
５
８

ｏ
ｏ
３
０
６
つ
ム
ー

の

ｏ
Ｊ
７
４
８
（
ｏ
「
ｏ

子

１
上
１
■

１

女

［
ｏ
１
７
！
１
↓
ハ
ｏ
『
ｏ

７
‘
３
０
６
７
‘
７

０
２
３
８
つ
ｏ
ｏ
ｏ

計

，

，

，

，

，

，

Ｑ
）
３
４
１
０
２

数

ｏ
Ｊ
９
７
３
２
３

１
■
１
■

１
■
１
■

１
■
１
■

夫

２
２
０
Ｆ
ｂ
８
４

１
↓
３

７
’
８

１
■
［
Ｏ

４
５
４
３
５
８

女

，

，

，

，

，

，

ｏ
◎
３
４
１
７
’
ｏ

内

ｏ
ｏ
３
２
１

□

坑

一
４
０
７
‘
（
ｏ
ｏ
０
１
■

’
ｏ
Ｏ

ｏ
０
７
‘

Ｆ
ｏ
ｏ
ム

”
ｏ
７
８
４
８
５

男

，

，

，

，

，

，

０
９
９
０
２
５

’
ｏ
５
４
ｏ
＾
１
－
一
り
＾

１
上
■
■
１
↓
１
■
１
↓
１
上

ｕ

ロ
カ

次

３
４
５
６
７
８

年

和昭

勇』料資
ル
　
。

ス
り

関
よ二

頁

止
８

禁
　
，

坑
月

入
３

ノ
年

夫
３
５

鉱
１
９

護
　
，

保
号

『
４
２

部
第

働
　
，

労
料

局
資

会
護

社
保

　
働考備

は
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
賃
銀
支
払
形
態
の

理
化
」
は
、
臨
時
工
の
劣
悪
な
労
働
条
件
の
も
と
で
の
低
賃
銀
を
基
礎
と
し
て
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
臨
時
工
の
比
率
は
、
軍
工
廠
で
は
五
〇
劣
に
達
し
て
お
り
、
民
問
工
場
で
も
、
機
械
器
具
工
場
で
は
男
子
で
二
四
・
五
七
％
、
さ
ら

に
、
人
夫
ま
で
加
え
る
と
そ
の
比
率
は
一
層
高
く
な
る
（
付
表
６
）
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
臨
時
工
の
労
働
条
件
は
悪
く
、
殆
ん
ど
の
ぱ

あ
い
、
本
工
と
の
格
差
が
存
在
し
、
賃
銀
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
本
工
の
八
割
強
（
定
額
）
に
し
か
過
ぎ
ず
、
実
収
で
は
さ
ら
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

差
は
拡
大
す
る
（
付
表
７
）
。
ま
た
、
問
接
雇
傭
の
臨
時
工
で
は
、
　
「
賃
銀
頭
ハ
ネ
」
に
１
よ
っ
て
一
層
状
態
は
悪
化
し
た
。

　
資
本
集
中
過
程
で
の
こ
の
よ
う
な
労
働
力
の
組
織
化
と
、
そ
こ
で
の
労
働
編
成
（
停
滞
的
過
剰
人
口
の
累
積
と
臨
時
工
問
題
の
発
生
）

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
六
三
七
）

な
労
働
編
成
は
、
鉱
夫
数
の
絶
対
的
減
少
の
中
で
の
一
人
当
年
出
炭
高
の
増
加
を
可
能
に
１

し
た
。
そ
の
意
味
で
、
石
炭
鉱
業
で
の
労
働
編
成
の
「
質
的
交
替
過
程
上
昇
過
程
」
は
「
産

業
合
理
化
」
に
ー
は
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
第
一
一
条
ノ
ニ
ノ
特
例
二

関
ス
ル
件
（
一
九
三
三
年
六
月
五
日
内
務
省
令
第
ニ
ハ
号
）
に
よ
っ
て
、
薄
層
お
よ
び
残
炭

を
採
堀
す
る
炭
抗
に
っ
い
て
抗
内
保
護
抗
夫
の
使
用
を
法
認
し
た
た
め
に
、
む
し
ろ
一
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

劣
悪
な
条
件
の
も
と
で
、
抗
内
で
の
女
子
・
年
少
労
働
を
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
　
「
産
業
合
理
化
」
は
、
女
子
・
年
少
労
働
力
の
こ
の
よ
う
た
一
層
劣
悪
な
条

件
に
よ
る
再
編
成
過
程
に
お
い
て
の
み
、
　
「
労
力
の
質
的
交
替
過
程
・
上
昇
過
程
」
を
実

現
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
産
業
合
理
化
」
過
程
（
１
１
資
木
集
中
過
程
）
で
の
労
働
カ
の
こ
の
よ
う
な
組
織
化

　
「
合
理
化
」
を
提
起
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
賃
銀
支
払
形
態
の
「
合
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表査調易種業るす対に夫職の義名夫人及工職時臨６表付

夫人

傭接間傭接直

側
厨

計総

）Ｂ（

蜘工職時臨

計合
州

雇接問傭雇接直
工職傭常

職
用
場

時
使

臨
工
工

　
）

別
類

種
分

業
大
　
（

４３２，１

７１１

３７７

８１２

５６７

６２２

０９２，６２

７３２，００１

２１０，２

９６２，２

６８６

２２２

６２３，ユ

７４０，２

８７２，４２

８６９，７９

男
女９２１場工織染

０５９，８

１４５

８７２，１

９４２

７５４２

９４２

９８２，０８１

２９７，６１

５０３，４４

８７１，４

７８８，６

６５４

８１４，７３

２２７，３

４８９，５３１

４１６，２１

男
女８８２

具
場器械

機
工

５１２，６

４０９

４１２，１

６２１

６９２１

５７９

６５４，６６

２７５，７２

４１６，８

９８６，２

０３２，３

９０４

４８３，５

２８２，２

２４８，７５

３８８４２

男
女３２２場工学化

６６２

４

７６２

５
０

７８５１

０５２２

７０３，７

９２３，３

０６１，１

９４７

２１２

６
５

８４０，１

４８６

７４１，６

０８５，２

男
女

３
７

物
場食

飲
工

１７１３１１２０８

９９５ユ

３４７，０１

５４２，３

２６８

９１５

２
１

２
１

１４８

８９４

１８８９

６２７，２

男
女

５
５場工雑

３１３，５

１８３

９１１

５
１

６１４３

８４１６

８０９，４３

１１３ユ

４２９，１１

６０８

７
６

１
９

８４８，１１

７８７

４８９，２２

５０５

男
女

２
２場工ｕ

ロ
カ

特

６９０，４２８５４，４４７６１９７４，８７４７８０，０８４０２２１３８８７６２９３，８９３計女
そ
を

，
の

雇
も

日
い。

な

の
し

も
び

る
よ

す
お
　
　
。

と
，
　
　
し

件
の
　
　
高

条
も
　
　
に
。

を
る
　
　
常
成

了
す
　
　
異
作

完
定
　
　
は
り

業
特
　
　
率
よ

作
が
　
　
比
頁

定
主
　
　
の
５

一
業
　
　
工
一

は
工
　
　
時
２
４

又
て
　
　
臨
，

の
い
　
　
，
年

も
つ
　
　
め
３
５

、
こ
　
　
　
こ
９

し
‘
　
　
　
　
Ｊ
＾
１

な
ど
　
。
む
』

の
な
　
の
く
究

定
銀
も
ふ
研

限
賃
　
る
を
の

期
及
ざ
所
題

付
入
非
鉄
問

限
雇
　
に
製
工

期
は
　
工
幡
時

は
傭
　
職
八
臨

と
雇
　
の
鉄
『

雇
接
法
日
編

接
間
場
，
所

直
。
工
は
査

の
む
　
，
で
調

工
く
　
は
場
情

職
ふ
。
と
工
事

時
を
む
夫
別
働

臨
他
く
人
特
労

の
ふ

）
　
　
　
　
）
）
）

１
　
　
　
　
２
３
４

麟

較比銀賃の工傭常般と金賃の工時臨７表付

竿
鴛

○
ユ
７
７
２
・
０
．

均
平、

類
定

円
６
９
８
２
１
・
０
・

４
６
７
７
１
一
〇
・

一
一
■３３一
２
一

擦
却
別
額
特
定
１
１
■

円

０
６
一
２
．

収
実

－
ｌ
ａ
ｇ
Ｆ
ｏ
（
）
円
２
・
１
・

５
１
０
１
２
一
１
．

業
工
雑

額
定

９
１
０
０
円
１
■
１
１
一

５
７
７
８
１
・
０
・

収
実

１
２
９
３
円
２
・
０
・

２
２
５
７
１
・
０
・

物
業
食
飲
工

、
額
定

６
７
７
６
円
１
・
０
・

１
７
６
２
１
一
〇
・

１
６
８
７
円
２
・
０
・

４
２
５
６
１
・
０
・

業
工
学
化

５
７
７
６
円
１
・
０
・

２
１
５
４
１
一
〇

収
実

９
ユ
０
６
円
２
・
１
・

０
８
８
９
２
．
０
・

器
業
械
工
機
具

１
額
定

７
２
８
０
円
１
・
０
・

６
８
７
ユ
ー
・
０
・

収
実

８
１
７
２
円
１
・
０
・

３
８
６
５
１
・
０
．

業
工
織
染

，
額
定

４
４
７
２
円
１
・
０
・

２
１
６
４
１
・
０
・

男
女

男
女

一
般
平
均
臨
時
工

時
臨
。，

場

場
工

工
用

用
使

使
上

上
以

以
人
。

人
５
０
り

５
０
時
よ

時
常
頁

城
螂鮒

諾

姦
峨

器
繊

神
２
月
至

９
年
山

和
９
察

昭
和
考

ノ
昭
的

方
ノ
史

地
下
の

浜
府
造

京
尺
構

ル
東
金

ヨ
ル
賃

ニ
ヨ
国

査
二
が

調
査
わ

銀
調
『

日
場
編

ハ
エ
会

均
庁
人

平
視
同

般
警
和

一
ハ
昭

工

１
）
　
２
）

考備



を
基
礎
と
し
た
賃
銀
支
払
形
態
の
「
合
理
化
」
は
、
生
産
費
と
し
て
の
賃
銀
の
把
握
を
強
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
本
に
と
っ
て
の

生
産
費
賃
銀
の
完
成
は
、
価
格
支
配
（
１
１
独
占
怖
格
）
と
労
働
の
実
質
的
包
摂
強
化
（
資
本
集
中
に
対
応
し
た
雇
用
体
系
の
形
成
）
過
程
に

お
い
て
可
能
と
た
る
。

　
臨
時
産
業
合
理
局
の
生
産
委
員
会
が
発
表
し
た
「
賃
銀
制
度
」
（
生
Ｉ
ｕ
）
は
、
　
「
職
工
の
高
給
と
製
品
原
価
の
低
廉
と
を
両
立
さ

せ
る
た
め
に
採
用
さ
れ
る
奨
励
給
制
度
も
適
切
で
な
い
た
め
に
予
定
の
能
率
増
進
を
達
成
」
え
た
い
だ
げ
で
な
く
、
か
え
っ
て
労
資

反
目
の
原
因
を
っ
く
り
っ
つ
あ
る
事
例
も
乏
し
く
な
い
。
か
っ
奨
励
給
算
出
の
基
礎
と
な
る
給
料
の
構
成
が
時
勢
に
適
応
し
て
い
な

い
結
果
生
産
能
率
の
阻
害
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
」
と
し
て
、
最
も
改
善
を
必
要
と
す
る
賃
銀
額
の
問
題
と
し
て
、
奨
励
給
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

度
、
職
務
給
に
っ
い
て
、
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
た
と
え
ぼ
鉄
鋼
業
で
は
、
功
程
割
増
制
度
が
採
用
さ
れ
、
生

産
量
と
実
働
人
員
の
相
互
関
係
（
ｎ
基
準
生
産
量
の
確
定
）
に
よ
る
賃
銀
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
こ
と
で
、
生

産
費
賃
銀
の
確
立
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
生
産
費
賃
銀
の
確
立
は
、
同
時
に
、
生
産
管
理
の
基
礎
を
提
供
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

臨
時
産
業
合
理
局
の
主
導
し
た
「
産
業
合
理
化
」
の
論
理
は
、
　
「
管
理
上
の
嵌
陥
を
改
め
、
且
っ
作
業
中
の
無
益
な
る
動
作
を
省
い

て
生
産
能
率
を
高
め
、
最
少
の
労
働
量
に
ょ
っ
て
最
大
の
生
産
を
獲
得
す
る
様
に
努
力
す
れ
ぼ
、
生
産
費
を
低
下
せ
し
む
る
と
共
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
ユ
）

同
一
労
働
量
に
対
し
て
、
よ
り
多
く
の
労
銀
支
払
を
可
能
な
ら
し
め
、
高
き
労
働
賃
銀
と
低
廉
な
る
生
産
費
を
両
立
せ
し
め
得
る
」

と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
機
械
化
の
一
層
の
進
行
（
「
機
械
使
用
の
組
織
化
」
）
と
労
働
編
成
の
再
編
成
に
よ
る
生
産
が
、
労
働
強
度
を
高
め
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

が
ら
単
価
や
賃
銀
率
の
切
り
下
げ
を
は
か
っ
た
こ
と
に
１
よ
っ
て
、
職
場
で
の
労
資
の
対
立
を
激
化
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
賃
銀
支

払
形
態
の
「
合
理
化
」
は
、
「
労
資
両
者
の
最
善
の
努
力
と
協
調
」
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
え
ず
、
「
産
業
合
理
化
」
運
動
は
、
こ
の
生

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
六
三
九
）
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２
４
９
８
１
５

年

女

円

７
５
６
７
ｏ
◎
７

１

〇
一
〇
．

●
　
　
　
　
●
Ｏ
Ｏ

０
．
Ｏ

ユ

１

和

９

２

６

８

２

５

昭

男

円

６
７
６
７
８
７

●

・
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

１
０
１
１
１
■
１

９
０
８
４
ｏ
ｏ
９

年

女

円

（
ｏ
５
＾
ｏ
７
７
‘
６

８

■
　
　
　
　
●
０
０
０
０
０
０

、

和

Ｏ

４

４

６

９

４

昭

男

Ｆ
Ｏ
＾
Ｏ
円
．
．
１
Ｏ

４
５
Ｆ
ｏ
５

●
　
　
　
　
■

●
　
　
　
●

１

１

１

１

ｎ
ｚ
４

７

８

年

女

円
（
）
７

Ｏ

９

●

■

１
０

１

Ｏ

５

１

和

４

５

６

１

昭

男

円
’
ｏ
８

６

７

■
　
　
　
　
■
１
・
一
〇

１

１

｝

｝

ｏ
）
２
ｏ
ｏ
ｇ
Ｆ
ｏ
４

年

女

円

２
９
３
３
２
ユ

２

●
　
　
　
　
■
１
０
１
↓
１
１
■
１

和

１

６

４

Ｏ

４

２

昭

男
８
円
一

９
７
１
９
ｏ
リ
８

１

０
１
↓
１
１
■
１

（
）
８

４

年

女

円
ｏ
ｏ
（
Ｕ

３

３

・
　
　
　
　
●
１
■
１
■
一

１

１

，

正

７

９

９

大

男
６
円
．

Ｏ

７

１
１
一
１
１
一

１

｝

均
才
才
才
才
才

５
４
９
４
９

１
２
２
４
４

～

～

～

～

～

才
才
才
才
才

平
１
４
２
０
２
５
４
０
４
５

）場工（

＾
６
０
２
９
５
７

年

女
６
円
．
Ｏ

５
７
．
７
８
８

１

Ｏ
Ｏ
０
０
０

１

■

和

４
１
ｏ
ｏ
２
４
５

昭

男
９
円
．

６
（
ｏ
ｎ
）
８
９

１

０
１
２
２
２

６
５
２
８
６
７

年

女
６
円
一
〇

４
７
７
８
８

８

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

１

和

９

７

８

２

７

７

昭

男

円

ｏ
）
５
５
０
リ
７
８

●

●
　
　
　
　
●

１
■
０
１
２
２
２

１

５

３

３

年

女

円
７
‘
Ｆ
Ｏ

８

９

０
．
０
．
Ｏ

Ｏ

５和

５

４

１

３

昭

男
○
円
一
２

６

９

７

Ｏ

１

２

｝

｝

７
‘
２
１
３
４
０

年

女
８
円
一
〇

６
０
０
０
０

２

０
１
１
１
↓
１
１

１

和

５

６

７

１

１

７

昭

男
ユ
円
一
２

６
７
２
８
７

０
１
（
６
２
２

８
（
ｏ

２

年

女

円
Ｏ
０
７
‘

Ｏ

３

■
　
　
　
　
●
Ｏ
（
Ｕ

１

ユ正

０
９

１

大

男
１
円
一

８

１

２

Ｏ

２

｝

、
均
才
才
才
才
才

５
」
４
０
）
４
９

ユ
り
＾
り
＾
４
４

～

～

～

～

～

才
才
才
才
才

　
４
０
５
０
５
平
　
ユ
９
】
２
４
４

　
　
り

↓
　
　
よ

業
　
　
に

濯
　
年

洗
　
　
冊

　
　
１
９

張　
　
』

洗
抜
　
　
　
る

浸
軌
　
よ

　
　
に

斗
｛
　
査

焚
ｖ
　
調

腸
馳
地

　
　
実

た
を
　
計

い
何
　
統

蕊
搬

合
腺

に
，
　
造

驚
鱗蝪

嚢

器
灘

ｒ
ｌ
　
　
　
『
一
　
『
１

駕
襲

分
刀
統
研

ゆ
関
閣
計

前
　
　
内
統

　
二

蟻
一

１
）

考備

２
）
３
）

　
　
　
　
　
　
一
八
（
六
四
〇
）

産
管
理
を
労
資
協
調
の
具
体
的
・
制
度
的
発

現
と
し
て
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し

か
し
た
が
ら
、
企
業
計
算
制
度
に
も
と
づ
く

能
率
管
理
方
式
は
、
停
滞
的
過
剰
人
口
の
累

積
・
拡
大
を
基
盤
に
再
編
成
さ
れ
た
労
働
市

場
条
件
の
も
と
で
は
、
諾
手
当
削
減
、
昇
給

停
止
、
賞
与
削
減
、
請
負
単
価
切
り
下
げ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

結
果
し
た
だ
げ
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
　
こ
の
賃
銀
支
払
彬
態
の

「
合
理
化
」
は
、
一
般
的
に
，
、
男
子
労
働
者

よ
り
女
子
労
働
者
の
賃
銀
低
落
を
、
ま
た
、

熟
練
労
働
者
よ
り
不
熟
練
労
働
者
の
賃
銀
下

落
を
結
果
し
た
（
付
表
８
．
９
）
。
こ
う
し
た

賃
銀
合
理
化
の
結
果
は
、
か
か
る
「
産
業
合

理
化
」
過
程
の
あ
り
方
と
か
か
わ
っ
て
、
子

飼
い
労
働
力
と
し
て
の
熟
練
労
働
力
の
定
着

化
を
阻
害
す
る
功
績
払
増
歩
の
削
減
に
た
い
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０
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２
２
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］
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
一

　
　
満
均
満
未
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
　
詳
祉
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ヂ
　
　
９

○じ同に８表付考備

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

銀賃均平問時－日１こＮ０並数者働労
●

問時働労際実
１
０表付

場工山鉱
問
銀

時
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呼

日
銀

　
賃

　
均

－
１
二
平

又
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縮
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均
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平
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問
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寺
賃
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一
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又
．
阻

過
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均
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際
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実
時

均
働

平
労

２
　
３

銭
４
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３
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１
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１
■

９

３
・

！

５

円
３

Ｌ

９２

１
一

４３

１
一

分時
８２

９
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分

時
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９
・

８

銭
６
・

ユ

０

６
．

１

９

７
一

１

４５

１
一

２４

１
一

０６

１
一

分
１
５

時
９
・

６５

８
・

分

時
一

０３

９
・

年
年
年

５
８
１

　
　
１

和昭

昭
３
６。

時

分
９

３
１
山

時
鉱

１
０）

年
む
ｕ

含
和

を
昭

業
。

濯
分

洗
２
４，

時

理
１
０

整
），

む

白
合

漂
を

（
業

場
濯

工
洗

分
抜

５
１
浸

時
，

９
斗

山
災

鉱
湯

　
（

年
場

５
工

和
　
，
　
　
。

昭
分
　
　
じ

，
３
４
　
。
同

は
時
分
に

間
９
２
４
８

時
山
時
表

働
鉱
１
０
付

労
　
場
に

定
年
工
所

所
８
　
，
出

　
和
分

）
　
　
　
　
　
　
　
）

ユ
　
　
　
　
　
　
２

考備

し
、
そ
の
定
着
化
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
高
勤
続
世
帯
持
労
働
者

へ
の
生
活
賃
銀
保
障
を
な
さ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
た

　
　
　
（
２
４
）

も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
賃
銀
支
払

形
態
の
「
合
理
化
」
は
、
結
果
的

に
は
、
労
働
強
化
に
よ
っ
て
一
時

問
当
賃
銀
を
低
下
さ
せ
（
付
表
１
０
）
、

賃
銀
水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で

生
産
費
を
低
落
さ
せ
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

　
生
産
機
構
の
脆
弱
性
構
造
の
再

編
成
の
表
現
た
る
賃
銀
支
払
形
態

の
「
合
理
化
」
　
（
１
１
生
産
費
賃
銀
の

確
立
）
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義

の
軍
事
的
性
格
が
露
呈
し
て
く
る

　
　
一
九
（
六
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
六
四
二
）

に
っ
れ
て
、
そ
の
成
立
基
盤
を
崩
壌
さ
せ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
軍
国
主
義
・
帝
国
主
義
的
性
格
が
も
た
ら

す
と
こ
ろ
の
、
金
融
寡
頭
制
の
価
格
支
配
の
動
揺
と
、
資
本
集
中
過
程
に
随
伴
す
る
雇
用
体
系
（
労
働
の
実
質
的
包
摂
の
体
系
）
の
弛

緩
が
、
生
産
費
賃
銀
そ
の
も
の
を
お
び
や
か
す
。
こ
う
し
て
、
金
融
寡
頭
制
は
、
軍
国
主
義
・
帝
国
主
義
的
性
格
の
露
呈
過
程
に
お

げ
る
国
家
支
配
の
強
化
と
し
て
、
賃
銀
の
国
家
統
制
を
展
開
す
る
に
い
た
る
。

　
　
（
１
）
　
小
山
弘
健
・
上
林
貞
治
郎
・
北
原
道
貫
『
目
本
産
業
機
構
研
究
』
伊
藤
書
店
、
一
九
四
三
年
、
一
九
一
頁
参
照
。

　
　
（
２
）
　
豊
崎
稔
『
日
本
機
械
工
業
の
基
礎
構
造
』
目
本
評
論
杜
、
一
九
四
九
年
、
四
一
－
二
頁
。

　
　
（
３
）
　
有
沢
広
己
編
集
『
現
代
日
本
産
業
構
造
』
皿
（
各
論
皿
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
）
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
三
三
五
－
六
頁
。

　
　
（
４
）
　
戦
前
の
日
本
資
本
主
義
は
、
「
一
個
の
独
立
し
た
資
本
主
義
国
で
あ
り
、
世
界
再
分
割
を
競
う
と
こ
ろ
の
帝
国
主
義
国
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
ず
、
そ
の
杜
会
の
内
部
に
封
建
的
生
産
関
係
を
保
持
・
残
存
さ
せ
て
い
た
点
に
お
い
て
、
そ
れ
は
特
異
の
性
格
を
も
つ
資
本
主
義
で
あ
っ
た
。
そ
の

　
　
　
　
こ
と
は
当
然
に
日
本
の
貿
易
を
規
定
し
て
、
他
の
資
本
主
義
諸
国
に
－
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
と
矛
盾
が
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
」
　
（
吉
村
正
晴
『
目

　
　
　
本
貿
易
政
策
』
目
本
経
済
政
策
大
系
第
四
巻
、
新
評
論
杜
、
一
九
五
六
年
、
九
八
－
九
頁
）
。
そ
し
て
、
日
本
資
本
主
義
の
こ
の
「
特
異
の
性
格
」

　
　
　
　
に
－
規
定
さ
れ
た
貿
易
構
造
な
い
し
資
本
循
環
構
造
が
、
世
界
恐
慌
を
契
機
と
す
る
「
産
業
合
理
化
」
（
１
１
資
本
集
中
過
程
の
加
速
化
）
を
基
礎
に
し

　
　
　
　
た
為
替
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
世
界
資
本
主
義
の
対
立
激
化
が
そ
の
構
造
的
矛
盾
を
顕
在
化
さ
せ
、
そ
の
補
強
過
程

　
　
　
　
と
し
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
進
行
さ
せ
た
が
、
こ
う
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
進
行
過
程
で
、
目
本
資
本
主
義
の
資
本
循
環
構
造
も
変
化
し
た
。

　
　
（
５
）
　
近
藤
康
男
氏
は
、
明
治
か
ら
大
正
へ
、
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
対
し
て
、
農
村
の
停
滞
的
過
剰
人
口
が
低
賃
銀
労
働
者
を
追
加
的
に
供
給
し
、

　
　
　
　
そ
れ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
況
下
で
流
動
性
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
経
済
恐
慌
で
再
び
流
動
性
が
制
約
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
近
藤
康
男

　
　
　
　
『
日
本
農
業
論
』
（
上
）
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
四
八
－
三
五
六
頁
）
。
　
し
か
し
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
第
三
範
晴
た
る
停
滞
的
過
剰
人

　
　
　
　
口
の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
市
場
の
成
熟
・
拡
大
過
程
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
農
業
と
の
関
連
で
い
え
ぱ
、
農
業
生
産
機
構

　
　
　
　
に
。
お
け
る
封
建
的
紐
帯
の
弛
緩
と
解
体
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
（
６
）
　
前
掲
、
豊
崎
稔
『
目
本
機
械
工
業
の
基
礎
構
造
』
、
六
〇
頁
。

　
　
（
７
）
植
民
地
製
鉄
所
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
期
と
し
て
急
速
に
展
開
し
た
。
朝
鮮
の
三
菱
製
鉄
は
一
九
一
八
年
操
業
開
始
、
東
洋
製
鉄
、
鞍
山
製
鉄

　
　
　
　
所
な
ど
は
一
九
一
九
年
に
操
業
を
開
始
し
た
。



（
８
）
　
大
戦
終
了
後
な
お
金
輸
出
の
解
禁
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
軍
事
的
理
由
が
濃
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
当
時
ハ
恰
モ
世
界
大
戦
漸
ク
終
燭
セ
ル

　
　
ノ
、
、
、
ニ
テ
世
界
ノ
情
勢
ハ
未
タ
全
ク
安
定
セ
ル
モ
ノ
ト
謂
ヒ
難
ク
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
中
ノ
空
気
、
米
国
ノ
態
度
等
ヨ
リ
推
シ
若
シ
今
後
事
件
発
生

　
　
セ
ハ
、
必
ス
東
洋
二
其
事
ア
ル
ヘ
シ
ト
ノ
懸
念
抱
カ
レ
シ
為
メ
在
外
正
貨
ノ
処
分
ハ
之
ヲ
自
由
ト
ス
ル
モ
内
地
正
貨
ノ
使
用
二
至
リ
テ
ハ
可
及
的
之

　
　
ヲ
避
ク
ヘ
シ
ト
ノ
思
想
濃
厚
ナ
リ
シ
折
柄
当
局
者
ノ
態
度
亦
勢
ヒ
解
禁
間
題
二
対
シ
テ
ハ
極
メ
テ
消
極
的
ナ
ル
ヲ
免
レ
サ
リ
キ
」
　
（
日
本
銀
行
調
査

　
　
局
「
金
輸
出
解
禁
史
」
（
其
一
）
未
定
稿
、
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
」
昭
和
編
第
二
〇
巻
、
一
九
六
八
年
、
三
頁
）
と
い
う
情
況

　
　
に
あ
っ
た
。

（
９
）
　
一
九
三
一
年
九
月
の
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
停
止
は
、
ポ
ン
ド
思
惑
買
い
に
大
き
な
損
失
を
あ
た
え
、
こ
の
損
失
を
補
填
す
る
意
味
で
も
弗
思
惑

　
　
を
一
層
あ
お
る
動
機
と
な
っ
た
。
内
外
銀
行
の
ほ
と
ん
ど
で
弗
買
の
需
要
が
お
こ
り
、
金
の
流
出
が
一
時
に
巨
額
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
正
金

　
　
銀
行
の
ド
ル
統
制
売
り
（
二
億
円
）
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
受
渡
用
為
替
調
達
の
た
め
の
正
貨
現
送
を
行
た
う
こ
と
で
金
本
位
制
の
維
持
を
は
か
っ
た
。

　
　
し
か
し
、
や
が
て
正
金
銀
行
が
弗
売
を
制
限
し
、
他
の
銀
行
も
正
貨
現
送
の
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
金
本
位
制
下
で
は
異
常
な
為
替
相
場
の
下

　
　
落
を
結
果
し
た
。
こ
う
し
て
、
金
本
位
制
の
前
途
の
不
安
が
つ
の
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
１
０
）
前
掲
、
小
山
弘
健
・
上
林
貞
次
郎
・
北
原
道
貫
「
日
本
産
業
機
構
研
究
」
三
三
五
頁
。

（
ｕ
）
前
掲
、
小
山
弘
健
・
上
林
貞
次
郎
・
北
原
道
貫
『
日
本
産
業
機
構
研
究
』
三
四
五
頁
。

（
１
２
）
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
過
程
で
、
官
営
八
幡
と
民
問
有
力
製
鋼
会
杜
の
生
産
増
加
の
一
方
で
、
製
銑
会
社
、
民
問
の
弱
小
製
鋼
会
杜
の
大
幅

　
　
な
生
産
縮
小
が
お
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
官
営
八
幡
の
委
託
経
営
と
な
っ
た
東
洋
製
鉄
の
生
産
も
順
調
に
の
び
、
そ
れ
を
ふ
く
め
て
、
官
営
製
鉄
所

　
　
の
全
国
銑
鉄
生
産
に
占
め
る
比
重
は
、
八
○
％
台
に
達
し
た
。
製
鋼
・
圧
延
設
備
が
不
充
分
で
鋳
物
用
銑
と
し
て
外
販
せ
ざ
る
を
え
な
い
釜
石
製
鉄

　
　
所
は
四
〇
％
の
減
産
を
強
い
ら
れ
、
単
墾
口
同
炉
会
杜
の
輪
西
製
鉄
所
は
三
分
の
一
に
減
産
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
小
高
炉
単
独
高
炉
会
杜
、
砂
鉄

　
　
銑
業
者
、
電
気
炉
製
銑
業
者
の
大
部
分
は
倒
産
．
廃
業
に
追
い
こ
ま
れ
、
輪
西
製
鉄
所
は
日
本
製
鋼
所
に
合
併
、
田
中
鉱
業
は
三
井
鉱
山
に
買
収
さ

　
　
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』
第
一
七
巻
鉄
鋼
業
、
一
九
七
〇
年
、
二
ニ
ハ
ー
二
一
八
頁
）
。

（
１
３
）
　
一
九
二
九
年
製
鋼
共
同
購
買
協
定
参
加
員
一
〇
杜
（
川
崎
造
船
所
、
神
戸
製
鋼
所
、
大
阪
製
鉄
、
浅
野
小
倉
製
鋼
所
、
富
士
製
鋼
、
大
島
製
鋼
、

　
　
日
本
鋼
管
、
住
友
製
鋼
、
住
友
伸
銅
鋼
管
、
東
京
鋼
材
）
と
銑
鉄
共
同
組
合
五
杜
の
間
に
銑
鋼
売
買
協
定
が
成
立
し
た
（
銑
鉄
懇
話
会
『
銑
鉄
販
売

　
　
史
』
一
九
五
七
年
、
九
五
－
七
頁
）
。
　
し
か
し
、
こ
の
協
定
も
、
僅
か
半
年
間
し
か
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
銑
鋼
価
格
比
率
を
骨
子
と
し
た

　
　
協
定
に
お
い
て
、
銑
鋼
比
率
に
よ
る
値
段
算
出
の
基
準
た
る
製
鉄
所
丸
鋼
標
準
物
先
物
値
段
（
外
注
値
段
追
随
で
決
定
）
が
発
表
さ
れ
た
か
っ
た
こ

　
　
と
を
契
機
と
し
て
、
単
価
決
定
を
困
難
に
し
、
さ
ら
に
印
度
銑
と
の
競
争
激
化
と
相
ま
っ
て
協
定
廃
棄
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
市
場
の
困
難
が
一
層

　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
六
四
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
エ
ハ
合
併
号
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
六
四
四
）

　
　
進
行
（
印
度
銑
間
題
の
激
化
）
す
る
も
と
で
、
組
合
制
度
の
強
化
に
進
ま
ざ
る
を
え
ず
、
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
自
主
統
制
（
販
売
統
制
）
の
強
化
を

　
　
も
た
ら
し
た
（
同
書
、
一
二
一
、
一
六
〇
１
一
頁
）
。
　
そ
Ｌ
て
、
こ
の
販
売
統
制
の
強
化
の
た
め
の
組
織
と
し
て
、
銑
鉄
共
同
販
売
株
式
会
杜
が
設

　
　
立
（
一
九
三
二
年
）
さ
れ
た
。

（
１
４
）
　
一
九
二
九
年
世
界
恐
慌
を
契
機
と
し
て
一
連
の
統
制
立
法
が
制
定
さ
れ
た
。

　
　
　
重
要
輸
出
工
業
組
合
法
中
改
正
（
一
九
三
一
年
四
月
二
目
　
法
律
策
六
二
号
－
工
業
組
合
法
）

　
　
　
工
業
組
合
法
改
正
（
一
九
三
三
年
三
月
二
八
目
　
法
律
第
二
〇
号
）

　
　
　
輸
出
組
合
法
改
正
（
一
九
三
一
年
四
月
一
目
　
法
律
四
四
号
、
一
九
三
四
年
三
月
二
八
日
　
法
律
第
三
八
号
、
一
九
三
六
年
五
月
二
七
目
　
法
律

　
　
第
二
八
号
）

　
　
　
商
業
組
合
法
（
一
九
三
二
年
九
月
六
目
　
法
律
第
二
五
号
）

　
　
　
百
貨
店
法
（
一
九
三
七
年
八
月
二
一
百
　
法
律
第
七
六
号
）

　
　
　
重
要
産
業
ノ
統
制
二
関
ス
ル
法
律
（
一
九
三
一
年
三
月
三
一
目
　
法
律
窮
四
〇
号
）

（
１
５
）
　
有
沢
広
己
『
目
本
工
業
統
制
論
』
有
斐
閣
、
一
九
三
七
年
二
三
ハ
ー
八
頁
。

（
１
６
）
　
さ
ら
に
、
臨
時
工
制
度
を
成
立
さ
せ
た
条
件
と
し
て
、
組
織
労
働
者
の
力
量
不
足
や
労
働
統
制
の
不
備
が
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
労

　
　
働
事
情
調
査
所
編
『
臨
時
工
問
題
の
研
究
』
一
九
三
五
年
、
二
－
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１
７
）
　
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
九
州
筑
豊
の
中
小
炭
山
で
組
織
す
る
石
炭
鉱
業
互
助
会
は
傘
下
の
三
〇
炭
坑
の
稼
働
鉱
夫
を
組
織
し

　
　
て
嘆
願
を
お
こ
な
っ
た
。
嘆
願
書
に
は
、
　
「
私
共
ハ
不
景
気
ノ
為
他
ノ
炭
坑
へ
移
ル
コ
ト
モ
出
来
ズ
大
炭
坑
二
行
コ
ウ
ニ
モ
女
子
ノ
志
願
ハ
出
来
ズ

　
　
殊
二
身
体
検
査
ガ
次
第
二
喧
シ
ク
ナ
リ
病
弱
ナ
者
ヤ
僅
カ
デ
モ
身
体
二
異
状
ノ
ア
ル
者
、
前
科
ヲ
持
ツ
老
ヲ
採
用
シ
ナ
イ
ノ
ハ
勿
論
、
年
令
二
迄
制

　
　
限
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
ル
等
私
共
ノ
収
容
範
囲
ハ
極
度
二
狭
メ
ラ
レ
、
炭
坑
以
外
二
於
ケ
ル
私
共
ノ
生
活
線
ハ
真
二
惨
メ
ナ
状
態
二
陥
リ
ツ
、
ア
リ
マ
ス
、

　
　
ソ
レ
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
明
年
カ
ラ
女
子
ノ
就
業
禁
止
二
関
ス
ル
法
令
ガ
実
施
セ
ラ
ル
レ
バ
愈
私
共
ノ
収
入
ハ
半
減
シ
現
在
デ
ス
ラ
漸
ク
共
稼
二
依
テ
女

　
　
子
ノ
扶
養
二
窮
々
タ
ル
状
態
ノ
モ
ノ
カ
明
年
カ
ラ
ハ
如
何
ニ
シ
テ
行
ク
カ
ト
考
ヘ
マ
ス
ト
誠
二
胸
々
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
理

　
　
由
に
実
施
延
期
を
嘆
願
し
て
い
る
（
杜
会
局
労
働
部
『
保
護
鉱
夫
ノ
入
坑
禁
止
二
関
ス
ル
資
料
』
労
働
保
護
資
料
第
四
二
号
、
一
九
三
五
年
三
月
、

　
　
九
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
残
存
を
許
る
し
た
保
護
鉱
夫
の
入
坑
禁
止
こ
そ
、
集
中
過
程
の
労
働
力
組
織
化
に
お
げ
る
停
滞
的
過
剰
人
口
の
累

　
　
積
に
相
応
し
た
労
働
老
保
護
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
１
８
）
　
賃
銀
は
お
よ
そ
親
方
が
直
接
集
金
レ
、
そ
の
頭
ハ
ネ
は
お
お
む
ね
一
割
な
い
Ｌ
五
割
で
、
賃
銀
が
高
く
た
る
に
。
つ
れ
、
頭
ハ
ネ
の
率
も
高
く
扱
っ



（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

て
い
た
。
さ
ら
に
、
人
夫
供
給
請
負
業
老
同
志
の
不
足
労
働
力
の
融
通
連
絡
と
連
絡
の
く
り
か
え
し
に
よ
っ
て
、
出
面
（
賃
銀
）
は
数
次
に
わ
た
っ

て
削
ら
れ
、
っ
い
に
は
賃
銀
の
体
裁
を
な
さ
な
い
ま
で
に
差
引
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
お
こ
っ
た
。
し
か
し
、
一
部
に
は
製
鉄
所
関
係
に
み
ら
れ
る

手
数
料
制
度
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
頭
ハ
ネ
が
防
止
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
（
前
掲
、
労
働
事
情
調
査
所
編
『
臨
時
工
間
題
の
研
究
』
六
０

１
六
一
頁
。

　
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
」
第
二
巻
産
業
合
理
化
、
一
九
六
四
年
、
五
〇
頁
。

　
功
程
割
増
制
度
は
、
八
幡
製
鉄
所
で
は
一
九
三
一
年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
功
程
払
（
出
来
高
払
）
制
に
か
え
実
施
さ
れ
た
（
八
幡
製

鉄
株
式
会
杜
『
八
幡
製
鉄
所
五
〇
年
誌
』
一
九
五
〇
年
、
二
五
二
－
三
頁
）
。
　
ま
た
、
目
本
鋼
管
で
も
、
昭
和
の
は
じ
め
頃
か
ら
功
程
割
増
制
が
採

用
さ
れ
て
い
た
（
目
本
鋼
管
株
式
会
杜
『
日
本
鋼
管
株
式
会
杜
四
〇
年
史
』
一
九
五
二
年
、
五
五
八
頁
）
。
　
八
幡
製
鉄
所
の
功
程
割
増
支
給
制
度
は
、

製
鉄
合
同
に
よ
る
日
鉄
設
立
に
お
い
て
、
そ
こ
に
引
き
つ
が
れ
た
（
日
本
製
鉄
株
式
会
杜
史
編
集
委
員
会
『
目
本
製
鉄
株
式
会
杜
史
』
一
九
五
九
年
、

七
〇
一
－
二
頁
）
。

　
目
本
商
工
会
議
所
『
産
業
合
理
化
』
第
二
輯
（
一
九
三
一
年
二
月
）
所
収
、
臨
時
産
業
合
理
局
生
産
管
理
委
員
会
「
生
産
管
理
に
関
す
る
提
案

（
共
の
一
）
」
九
二
頁
。

　
中
村
静
治
『
目
本
生
産
性
向
上
運
動
史
』
勤
草
書
房
、
一
九
五
八
年
、
五
四
－
六
〇
頁
。

　
昭
和
同
人
会
編
『
わ
が
因
賃
金
構
造
の
史
的
考
察
』
至
誠
堂
、
一
九
六
〇
年
、
二
七
八
－
九
頁
。

　
前
掲
、
昭
和
同
人
会
編
『
わ
が
国
賃
金
構
造
の
史
的
考
察
』
二
七
九
－
二
八
○
頁
。

２
　
軍
事
経
済
体
制
と
賃
銀
統
制

　
一
九
二
九
年
に
始
っ
た
世
界
恐
慌
は
、
世
界
市
場
を
硬
直
化
さ
せ
た
。
し
か
も
、
こ
の
世
界
市
場
の
硬
直
化
は
、
そ
こ
で
の
帝
国

主
義
的
対
立
の
激
化
の
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
を
境
と
し
て
進
行
し
た
目
本
資
本
主
義
の
重
化
学
工
業
化

も
、
こ
の
世
界
市
場
に
お
げ
る
帝
国
主
義
対
立
の
中
で
は
、
急
速
に
軍
事
経
済
的
性
格
を
強
め
な
が
ら
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。　

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
六
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
六
四
六
）

　
す
た
わ
ち
、
世
界
恐
慌
を
契
機
と
す
る
世
界
市
場
の
硬
直
化
の
中
で
、
し
か
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
貨
幣
と
し
て
の
金

が
ア
メ
リ
ヵ
を
中
心
と
す
る
「
先
進
」
資
本
主
義
国
に
集
中
・
偏
在
す
る
段
階
（
１
１
帝
国
主
義
段
階
）
で
恐
慌
か
ら
の
脱
出
を
は
か
ろ

う
と
す
る
目
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
、
金
輸
出
再
禁
止
は
必
然
的
で
あ
り
、
か
っ
そ
れ
は
、
日
本
資
本
主
義
の
軍
国
主
義
・
帝
国

主
義
の
一
層
の
強
化
へ
の
指
向
を
し
め
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
一
九
三
一
年
の
金
輸
出
再
禁
止
は
、
円
価
を
大
暴
落
さ
せ
、
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
世
界
市
場
で
の
金
の
平
均
的
価

格
の
下
落
を
う
わ
ま
わ
る
下
落
で
、
輸
出
を
急
速
に
拡
大
し
て
行
っ
た
。
し
か
も
、
国
内
名
目
価
格
が
、
円
為
替
の
下
落
率
ほ
ど
に

は
引
き
上
げ
ら
れ
た
か
っ
た
の
で
、
金
価
格
は
一
層
低
位
に
１
押
し
さ
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
輸
出
は
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

わ
ゆ
る
「
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
）
。

　
し
か
し
、
　
「
為
替
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
」
に
よ
る
輸
出
拡
大
に
は
限
界
が
あ
る
。
相
互
に
為
替
相
場
の
引
き
下
げ
競
争
を
も
た
ら
す
「
為

替
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
」
に
お
い
て
、
円
為
替
相
場
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
貿
易
を
混
乱
さ
せ
、
国
民
経
済
を
破
壊
さ

せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
か
く
て
、
目
本
資
本
主
義
を
危
機
に
１
お
と
し
い
れ
た
い
た
め
に
１
、
為
替
相
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
そ
こ
で
の

第
一
の
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
資
本
迷
避
防
止
法
や
外
国
為
替
管
理
法
に
ー
よ
っ
て
円
為
替
を
維
持
し
っ
っ
貿
易
を
拡
大
し
超
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

利
潤
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
生
産
費
を
低
下
さ
せ
て
輸
出
を
拡
大
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
世
界
恐
慌
を
機
と
し
た
資
本
集
中
過
程
の
進
行
（
Ｈ
「
産
業
合
理
化
」
）
が
、
日
本
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
的
性
格
を
一

層
露
骨
に
し
た
こ
と
と
、
そ
の
「
産
業
合
理
化
」
に
よ
る
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
の
た
め
の
条
件
を
形
成
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
貿

易
構
造
に
も
反
映
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
製
品
輸
出
と
原
料
・
原
料
用
製
品
輸
入
の
増
加
と
い
う
構
造
的
特
徴
を

も
た
ら
し
た
（
付
表
ｕ
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
輸
出
入
貿
易
の
構
造
は
、
ソ
シ
ァ
ル
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
に
よ
っ
て
成
立
し
た
構
造
で



率分百ｕ房類品商入出輸）地内（本日ｕ表付

）出輸（

Ｏ

Ｏ

Ｏ
Ｏ
（
）

Ｏ

計合
％
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

１

１

１

１

ユ

１

品

６

５

４

ユ

８

２

製
％
３
・
６
・
５
・
８
・
９
・
４
・

全

４

４

５

５

５

５

１

用
晶

！

９

１
Ｏ
）
７
１

５

料

％
Ｌ

６

９
（
Ｏ
Ｅ
ｏ

６

原
製

４

３

２

２

２

２

１
晶

１

９

Ｏ

７

９

１

料
％
４
・
３
・
４
・
４
・
３
・
５
・

原

ｉ

１

－
　
■

造
晶

２

６

９

８
２

１

糧
％
　
・
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
一
」
リ
「
Ｏ
（
Ｏ
「
Ｏ
（
０
　
０
一

製
食

生
晶

２

２

６

ユ

６

９

糧％
２
・
３
・
１
・
２
・
１
・
２
・

粗
食

－
４

６

８

（
）
２

４

ユ

ユ

ユ

和昭

１
－

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

）入輸（

Ｏ
Ｏ
（
）
Ｏ
（
）
Ｏ

計合
％
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

１

１

ユ

１

１

１

晶

’
Ｏ
Ｏ
Ｊ
「
Ｏ
（
Ｏ

％
５
・
５
・
１
・

１
上
４

製

１
■
！
ｏ
ｏ

全

１

ユ

１

ユ

ユ

１

－
■

用
晶料

０
７
１
０
０
５
％
６
・
４
・
７
・
９
・
９
・
９
・

原
製

１

１

１

１

２

２

…
１
一
，

晶

島
“
“
Ｈ
〃

５

料

８

原

Ｆ
Ｏ
Ｅ
０
（
Ｏ
ハ
Ｏ

５

４

１
１

造
品

’
ｏ
〇
一
〇
ん
ｏ
ｏ
８
’
ｏ

目
璽
＊

％
２
・
３
・
７
・
１
・
１
・

ユ

製
食

■

生
晶

７
０
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
０
Ｑ
ｏ

糧％
９
・
９
・
６
・
６
・
４
・
６
・

粗
食

１

’

４
６
８
０
２
４

１
１
一
１
■
１
■

和昭

■
■

■
；
１

は又」出輸再「及」晶雑他其「は計合出算り

　
り

　
。
よ

る
頁

あ
０

で
３
４

分
』

都
究

大
研

が
構

糸
機

生
業

は
産

晶
本

製
日

用
『

。
料
他

よ
む
原
健

表
合
る
弘

月
を
け
山

易
」
於
小

貿
入
に
　
，

国
輸
出
掲

外
再
輸
前

　
「

）
　
　
　
　
　
）
　
）

１
－
一
　
　
　
り
ん
　
つ
Ｏ

考備

易
は
、
急
速
に
１
貿
易
均
街
を
悪
化
さ
せ
た
。
こ
こ
に
１
、
円
為
替
相
場
は
再
び
危
機
に
ひ
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
ら
、
円
為
替
相
場
を
補
強
す
る
た
め
に
「
金
の
現
送
」
が
開
始
さ
れ
、

三
七
年
一
月
八
日
の
大
蔵
省
令
）
に
よ
る
輸
入
統
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。

一
層
の
強
化
過
程
（
１
１
金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
）
に
お
い
て
、
貿
易
統
制
の
強
化
を
可
能
に
ー
し
た
し
、

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
資
本
集
中
過
程
が
、
す

で
に
。
の
べ
た
よ
う
な
生
産
機
構
の
脆
弱
性
構
造
を
再
生

産
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
資
本
集
中
過
程
に
対
応
し
た

労
働
力
の
組
織
化
過
程
で
の
、
停
滞
的
過
剰
人
口
の
累

積
を
基
礎
に
し
た
労
務
費
切
り
下
げ
に
よ
る
価
値
の
無

償
輸
出
を
強
行
す
る
こ
と
で
、
原
料
・
原
材
料
製
品
の

輸
入
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
為
替
ダ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ピ
ソ
グ
は
ソ
シ
ァ
ル
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
に
転
化
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
資
本
主
義
生
産
機
構
の
脆
弱
性
構
造

を
反
映
し
た
ソ
シ
ア
ル
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
に
よ
る
貿
易
の
拡

大
は
、
結
局
は
ブ
ロ
ッ
キ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
、
貿
易
の

発
展
を
抑
制
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
世
界
市
場
の
一

層
の
硬
直
化
の
中
で
、
軍
需
資
材
の
備
蓄
の
た
め
の
貿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
七
年
初
頭

外
国
為
替
管
理
法
に
も
と
づ
く
輸
入
為
替
許
可
制
（
一
九

　
　
　
こ
う
し
て
、
日
本
資
本
主
義
は
、
資
本
集
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
こ
の
国
家
独
占
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
六
四
七
）



況概施実度制クンリ
ー
２表付

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

考備様態ｕ

口
力

晶商

　
件
　
件
　
件

萄
轟
轟
則
喘

　
唄
郷
覗
郷
唄
郷
　
　
槻
剃

一
轡
蟻
一
欝

内
の
８
，
の
８
，
の
＆
品
製
８
，

国
晶
９
３
晶
９
３
晶
９
３
製
綿
９
３

口
制
Ｇ
製
Ｑ
製
Ｇ
綿
出
Ｇ

製
綿
　
綿
　
綿
　
出
輸

綿
　
　
　
　
　
　
　
輸

皮原るよこ貝規需統るす
関
限

に
制

革
入

皮
輸

１
）
　
　
１
）

４
．
　
７
一

弧
　
狐

１
９
行
１
９

（
移
（

制
制

ク
ク

ン
　
ン

リ
　
　
リ

体
人

団
個

）
　
）

Ｆ
０
　
　
１
■

１
■
　
　
１
■

３
．
５
一

８
・
８
・

３
　
　
ｏ
ｏ

Ｏ
）
　
Ｏ
）

１
■
　
　
１
■

（
　
（

生
…
需

ク
　
ク

ン
　
ン

リ
　
　
リ

出
額

輸
金

）３

８
，

３９１（ｕ需クンリ量数

）末年
３
７

１
９“需クンリ体団

　
）

　
１
０
ン
　
ク
　
　
ン
　
）

　
７
・
リ
　
　
ン
　
リ
　
　
ー
２

制
７
３
油
　
　
リ
　
　
量
）
８
．

ク
Ｇ
発
　
量
　
数
１
９
３

ン
　
揮
２
）
数
１
）
人
ｎ
Ｇ

リ
　
性
８
．
人
８
．
個
８
．
制

脂
　
香
９
３
個
８
．
　
，
９
３
ク

牛
芳
Ｇ
，
９
３
物
Ｇ
ン

と
　
　
と
制
締
Ｇ
織
制
リ

鹸
鹸
ク
絹
制
絹
ク
額

石
　
石
　
人
　
人
　
価

　
晶

需クン
製

リ男晶
綿

商

　
体
　
　
ン
　
リ

　
帽
　
リ
　
毛

　
及
　
麻
　
精

制
子
　
　
ラ
　
　
・

ク
帽
制
二
　
毛

ン
ト
ク
マ
　
豚
制

リ
ル
ン
及
制
及
ク

毛
エ
リ
紙
ク
子
ン

羊
フ
　
和
　
刷

鹸石

布赫絹人

ｕ需クンリ晶製同及革皮

　
　
　
　
　
二
六
　
（
六
四
八
）

主
義
へ
の
移
行
と
そ
の
帝
国
主
義
・
軍
国

主
義
的
性
格
を
露
骨
に
す
る
中
で
、
貿
易

統
制
は
一
層
強
化
さ
れ
、
為
替
水
準
は
強

権
的
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
貿
易
統
制
は
、
た
ん
に

貿
易
の
統
制
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産
機
構

の
再
編
成
と
有
機
的
に
結
合
（
１
１
国
家
独

占
資
本
主
義
）
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
貿
易
及
関
係
産
業
の
調
整
に
関
す
る

法
律
（
一
九
三
七
年
八
日
；
百
　
法
律
第
七

三
号
）
、
い
わ
ゆ
る
「
貿
易
調
整
法
」
は
、
貿

易
統
制
と
産
業
統
制
と
を
結
合
し
た
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ろ
の
劃
期
的
な
貿
易
統
制
立
法
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
七
年
、
戦
争
開
始
と
と
も
に
、

戦
時
経
済
体
制
へ
の
移
行
（
準
戦
時
体
制
）

が
行
な
わ
れ
た
。
輸
出
入
品
等
二
関
ス
ル

臨
時
措
置
法
（
い
わ
ゆ
る
「
輸
出
入
臨
時
措



料材原及品商定指制クソリ殊特
１
３表付

料材原品出輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絨

　
　
　
　
　
　
　
　
板
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
鉛

　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
脂

　
　
　
　
鉄
鉄
　
　
　
，
　
　
松

錫
　
　
　
　
屑
屑
　
　
　
筋

，
　
　
　
；
　
　
獣
　
　
り

鉄
　
鉄
　
鉄
鉄
　
　
，
　
川

屑
　
　
屑
　
　
銑
銑
　
　
　
里

，
嚢
，
　
　
，
，
　
　
加
　
　
　
コ

皮
一
鉄
　
塩
塩
　
　
化

樹
二
銑
鉛
一
一
　
　
塩
　
　
料

ク
ン
，
亜
二
　
鉄
，
　
染

ル
ガ
ム
，
の
一
　
屑
脂
　
　
用
鉄

コ
，
ゴ
鉄
も
一
嚢
，
松
鉄
　
キ
屑

，
ル
ア
屑
る
一
一
鉄
，
屑
　
ン
，

塩
ケ
ビ
，
依
一
二
銑
材
，
　
イ
鉄

，
ツ
ラ
鉄
に
一
ン
，
木
鉄
鉛
，
銑

プ
ニ
ア
銑
法
他
ガ
炭
用
銑
　
　
子
　
，

ツ
酸
，
，
解
の
，
煙
木
，
　
食
鉛

ホ
硫
鉛
塩
電
其
塩
無
軸
鉛
亜
没
亜

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ

　
　
　
　
　
鉛
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
亜
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
鉄
鉄
　
　
　
ツ
　
　
フ

　
　
　
　
　
屑
屑
　
　
　
ラ
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
　
ン
イ

ン
　
　
　
　
　
鉄
鉄
　
　
　
ン
　
　
チ
ロ

チ
　
　
　
　
　
　
銑
銑
　
　
　
　
ボ
　
　
ラ
ル

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
セ

ゼ
　
　
　
　
一
一
　
　
カ

，
　
　
　
　
　
の
一

一
　
　
　
　
も
一
　
　
　
塩
ひ
一

パ
　
　
　
　
　
る
一
　
　
　
二
　
・
も
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
一
　
　
　
　
　
　
モ
　
プ
　
の
…

ぺ
　
　
　
鉄
し
一
　
　
チ
ル
用
一

タ
紙
塩
ン
屑
金
一
　
鈴
ン
パ
真
一

イ
用
　
，
チ
　
，
鍍
他
　
　
亜
ア
用
写
他
石

ラ
装
砂
ラ
鉄
鉛
の
　
　
　
絹
動
の
鉱

バ
包
珪
ゼ
銑
亜
其
銅
銅
鉛
人
活
其
燐

　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

酒
油
鉛
ダ

　
化
酸
ソ

　
　
　
化

麦
硬
砒
青

ダー
ソ性苛

灰
灰
寸
丹
筆
キ
ト
）
紙
ト
板
板
鉄
管
　
板
板
池
ン

　
　
　
　
　
ン
ン
の
画
　
乾
　
鉄
　
　
　
ア

ダ
石
イ
ィ
も
印
ン
製

　
　
　
　
鉛
　
ぺ
の
　
　
子
用
　
鉄
　
　
銅
電
フ

一
化
　
　
　
　
　
用
鉛
練
用
メ
　
　
　
　
　
鋳

　
　
　
　
　
記
亜
堅
真
　
　
　
真
　
　
鍛
手
　
　
　
　
　
ロ

ソ
炭
燐
鉛
亜
筆
白
（
写
セ
硝
写
帯
可
継
鋼
黄
蓄
セ

ムルイフ用真写

灰石酸燐過
○

頁６一

４
５２，

社済繕亜東
，

年
４
ユ

ー
９』策国易貿と済経時戦『勇沼菱考備

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

置
法
」
一
九
三
七
年
九
月
八
目
　
法

律
第
九
二
号
）
、
臨
時
輸
出
入
許

可
規
則
（
一
九
三
七
年
一
〇
月
一

一
目
商
工
省
令
第
二
三
号
）
が

公
布
さ
れ
、
軍
需
資
材
の
輸
入

確
保
と
国
際
収
支
の
調
整
が
意

図
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
貿
易
の

縮
小
を
ま
ね
き
、
軍
需
資
材
の

備
蓄
を
困
難
に
し
た
。
戦
争
の

長
期
化
が
不
可
避
と
な
る
や
、

戦
時
軍
事
経
済
体
制
の
た
め
の

積
極
的
な
貿
易
拡
大
政
策
を
必

要
と
し
た
。
こ
う
し
て
実
施
さ

れ
た
輸
出
振
興
策
の
中
心
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

輸
出
入
リ
ソ
ク
制
度
で
あ
っ
た
。

リ
ソ
ク
制
度
の
実
施
（
付
表
１
２
・

１
３
）
と
特
殊
取
扱
保
税
工
場
制

　
二
七
　
（
六
四
九
）



係関済決易貿
●

易貿外クヅロブ円対）地内（本目
１
４表付

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

超）十（出）一（入入輸出輸

クツロブ弗クツロブ確クツロブ弗クツロブ確クツロブ弗クツロブ確
円
２

千
８
６

｝５８

７２４，３５７■

４９４，１０６一

円
９

千
３
０

｝ｕ

９２３８
１
７＋

８６０，６
１
９＋

％
７ユ

９
一

５

１７

９
・

６

７６

０
．

７

％
３８

０
・

４

９２

０
・

３

３３

９
一

２

％
３３

７
一

４

７５

６
一

４

５４

３
一

５

％

７６

２
・

５

３４

３
・

５

５５

６
・

４

年
１
２和昭
１
３

１
４

　
∴

　
づ

　
基

　
に
％

　
係
幻

　
関
頁

。
済
０

る
決
３
７

よ
易
』

に
貿
究

号
ず
研

日
か
構

２
ユ
づ
機

月
基
業

９
に
産

年
係
本

４
０
関
日

１
９
的
『

，
治
他

誌
政
健

ト
は
弘

ン
別
山

モ
ク
小

ヤ
ツ
　
，

イ
ロ
掲

ダ
ブ
前

１
）
２
）
３
）

考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
六
五
〇
）

度
（
一
九
三
八
年
）
の
適
用
を
受
け
ざ
る
輸
出
品
用
原
料
の
確
保
の
た
め
に
、
輸
出
品
用
原
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

料
配
給
会
杜
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ー
、
こ
れ
ら
貿
易
統
制
は
、
為
替
統
制
・
為
替
金
融
制
度

（
輸
出
補
償
制
度
）
な
ど
で
補
強
さ
れ
、
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
物
資
動
員
計
画
に
お
け
る
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

力
再
編
成
計
画
の
具
体
化
を
可
能
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
の
戦
争
の
開
始
が
も
た
ら
し
た
確
の
位
置
の
急
速
な
下
落
は
、

膀
リ
ソ
ク
の
放
棄
と
弗
リ
ソ
ク
ヘ
の
転
換
・
移
行
を
指
向
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し

て
、
市
場
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
転
換
過
程
で
、
確
か
ら
弗
へ
の

切
り
か
え
が
お
く
れ
た
こ
と
で
実
質
的
な
円
切
り
下
げ
効
果
を
生
み
、
輸
出
拡
大
が
も
た
ら
さ

　
（
８
）

れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
更
に
一
層
、
磯
餓
輸
出
を
結
果
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
対

膀
ブ
ロ
ッ
ク
の
出
超
と
対
弗
ブ
ロ
ッ
ク
の
入
超
と
い
う
貿
易
構
造
（
付
表
１
４
）
で
は
、
膀
の

国
際
的
地
位
が
下
落
し
た
こ
と
で
対
膀
ブ
ロ
ッ
ク
出
超
が
帳
消
し
に
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
貿

易
構
造
の
破
産
を
も
た
ら
さ
ず
に
。
は
お
か
た
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
争
に
よ
る
膀
ブ
回
ツ
ク
市

場
の
縮
小
と
硬
直
化
と
は
、
弗
ブ
ロ
ッ
ク
市
場
へ
の
積
極
的
転
換
を
進
め
ざ
る
を
え
た
く
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
の
市
場
転
換
も
、
目
米
関
係
の
緊
張
激
化
の
も
と
で
は
、
実

際
は
中
南
米
市
場
を
中
心
と
し
た
進
出
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
対
中
南
米
貿
易

そ
の
も
の
が
求
償
貿
易
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
戦
時
軍
需
資
材
の
備
蓄
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

貿
易
と
い
う
主
旨
か
ら
し
て
も
、
そ
の
貿
易
拡
大
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
目
独
伊
三



国
同
盟
の
締
結
は
、
目
米
関
係
を
一
挙
に
悪
化
さ
せ
、
弗
・
膀
ブ
ロ
ッ
ク
市
場
か
ら
の
締
め
だ
し
を
ま
ね
き
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
市
場
の

強
化
の
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ャ
市
場
の
支
配
（
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
）
に
む
か
わ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
目
本
資
本
主
義
の
一
層
促
進
さ
れ
た
資
本
集
中
過
程
（
１
１
金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
の
強
化
）
は
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
市
場

の
拡
張
に
向
か
わ
し
め
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
本
集
中
過
程
は
、
軍
国
主
義
的
・
帝
国
主
義
的
性
格
を
一
層
露
骨
に
し
、
そ
の
軍

事
経
済
体
制
強
化
過
程
と
し
て
、
自
主
統
制
は
国
家
統
制
へ
と
移
行
し
て
行
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
以
後
、
そ
れ
は

国
家
独
占
資
本
主
義
と
し
て
急
速
か
つ
本
格
的
な
軍
事
経
済
体
制
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
馬
場
鍍
一
蔵
相
が
、
公
式
席
上
で

「
准
（
準
）
戦
時
経
済
体
制
」
と
い
う
表
現
を
は
じ
め
て
使
っ
た
の
も
、
　
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
一
九
三
七
年
に
は
、
陛
軍
省
の
「
重
要
産
業
五
年
計
画
要
綱
」
、
「
重
要
産
業
五
ヵ
年
計
画
要
綱
実
施
に
関
す
る
政
策
大
綱
（
案
）
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

「
軍
需
品
製
造
工
業
五
カ
年
計
画
要
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
が
政
府
の
経
済
政
策
に
強
く
影
響
を
あ
た
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
軍

部
の
「
拡
充
計
画
」
が
、
や
が
て
「
生
産
力
拡
充
計
画
」
と
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
次
近
衝
内
閣
の
「
財
政
経
済

　
　
（
１
１
）

三
原
則
」
は
、
一
九
三
八
年
一
一
月
に
１
は
、
一
九
四
一
年
度
（
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
年
）
を
最
終
年
度
と
す
る
生
産
力
拡
充
四
ヵ
年
計

画
（
い
わ
ゆ
る
「
改
訂
四
ヵ
年
計
画
」
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
　
そ
の
内
容
は
、
一
九
三
九
年
一
月
一
七
日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た

「
生
産
力
拡
充
計
画
要
綱
」
に
、
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
根
本
方
針
と
し
て
、
い
計
画
は
、
国
防
力

の
基
礎
充
実
の
た
め
に
、
統
一
計
画
の
も
と
で
急
速
に
拡
充
を
要
す
る
重
要
産
業
に
限
定
（
一
五
産
業
）
し
、
の
「
満
州
国
及
北
支

生
産
力
拡
充
計
画
」
と
協
調
し
た
総
合
計
画
の
一
環
と
し
て
、
ゆ
円
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
げ
る
自
給
自
足
の
確
立
を
目
標
と
し
た
も
の
で

　
　
（
１
２
）

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
拡
充
計
画
は
、
生
産
計
画
、
資
材
計
画
、
資
金
計
画
、
労
務
計
画
、
電
力
計
画
か
ら
な
り
、
事
業
別
、
拡
充

設
備
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
そ
の
実
施
機
関
と
し
て
、
生
産
力
拡
充
委
員
会
（
会
長
企
画
院
総
裁
）
が
内
閣
に
設
置

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
六
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
六
五
二
）

（
一
九
三
九
年
）
さ
れ
、
各
省
計
画
の
調
整
に
あ
た
ら
さ
れ
た
。

　
一
九
三
九
年
度
物
動
計
画
は
、
生
産
力
拡
充
用
資
材
の
割
当
を
行
た
い
、
そ
れ
ま
で
の
軍
需
品
の
迅
速
な
充
足
と
い
う
目
標
に
加

え
て
、
生
産
力
拡
充
、
貿
易
振
興
、
円
ブ
ロ
ツ
ク
勢
力
圏
開
発
援
助
計
画
を
く
み
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
計
画
遂
行

の
た
め
に
は
、
消
費
規
制
の
徹
底
的
強
化
、
国
民
購
買
力
の
抑
制
、
貯
蓄
奨
励
、
資
金
調
整
強
化
、
総
動
員
法
の
発
動
強
化
、
配
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

機
構
の
整
備
、
代
用
品
の
増
産
お
よ
び
奨
励
、
物
資
回
収
の
徹
底
化
な
ど
を
必
要
と
し
た
。

　
日
本
資
本
主
義
の
資
本
集
中
過
程
の
一
層
の
進
行
（
金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
）
が
、
な
お
生
産
機
構
と
し
て
の
脆
弱
性
構
造
を
再

生
産
し
た
も
の
で
あ
り
、
軍
事
経
済
化
の
展
開
過
程
で
こ
の
脆
弱
性
構
造
が
露
呈
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
は
生
産
調
整
を
必
然
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
生
産
調
整
は
、
生
産
機
構
の
生
産
力
基
盤
が
重
化
学
工
業
に
。
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
こ
で
の
資
本
循
環
を
軍
需

中
心
に
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
て
物
動
計
画
は
全
面
的
計
画
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
計
画
の
具
体
化
過

程
は
、
経
済
統
制
の
展
開
過
程
と
し
て
進
行
せ
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
統
制
過
程
は
、
市
場
の
自
主
統
制
（
資
本
集

中
の
強
化
・
組
織
化
）
か
ら
、
生
産
の
国
家
統
制
へ
と
展
開
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
戦
時
経
済
体
制
の
本
格
的
展
開
は
、
重
要
産
業
統
制
法
や
工
業
組
合
法
に
補
足
さ
れ
た
自
主
統
制
か
ら
、
各
種
事
業

（
１
４
）

法
に
よ
る
直
接
的
な
生
産
調
整
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
展
開
の
客
観
的
基
盤
を
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
事
業
法
は
、
基
幹
産
業
に
広
範
な
保
護
助
成
を
あ
た
え
、
そ
れ
を
積
粁
と
し
て
軍
需
中
心
の
資
本
循
環
構
造
を
も
っ
た
資
本
集

中
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
法
は
、
産
金
法
（
一
九
三
七
年
八
月
一
一
目
法
律
第
五
九
号
）
、
重
要
鉱
物
増
産
法
（
一
九
三
八
年

三
月
二
八
目
法
律
第
三
五
号
）
、
石
油
資
源
開
発
法
（
一
九
三
八
年
三
月
二
八
日
法
律
第
三
一
号
）
、
臨
時
肥
料
配
給
統
制
法
（
一
九
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

年
九
月
一
〇
日
法
律
第
九
一
号
）
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
た
。
　
一
方
中
小
工
業
に
っ
い
て
は
、
工
業
組
合
法
に
よ
る
組
織
化
が
急
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洋
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数
の
　
況
東

る
員
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概
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あ
合
表
　
合
究

で
組
，
　
組
研

４
６
し
は
　
業
的

末
だ
額
　
　
工
史

年
た
資
　
　
『
の

ｎ
　
，
出
　
編
策

和
が
流
　
　
局
政

昭
る
込
　
　
務
業

は
あ
払
　
　
工
企

会
で
お
　
省
小

合
計
な
　
　
工
中
。

連
集
。
　
商
『
り

帥
簑
榊
簑

の
年
で
　
資
井
２
８

こ
各
計
。
原
由

　
　
集
る
　
　
　
年

１
）
２
）
　
　
　
３
）
４
）

考備

　
そ
の
応
急
措
置
は
、
暴
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
売
買
ノ
取
締
二
関
ス
ル
件
の
改
正
に
よ
る
物
価
統
制
を
開
始
し
、

調
整
二
関
ス
ル
法
律
（
一
九
三
七
年
八
月
一
四
目
法
律
第
七
三
号
）
と
貿
易
組
合
法
（
一
九
三
七
年
八
月
一
四
日

輸
出
入
品
等
二
関
ス
ル
臨
時
搭
置
二
関
ス
ル
法
律
（
一
九
三
七
年
九
月
一
〇
目

移
行
、
さ
ら
に
、
軍
需
工
業
動
員
法
ノ
適
用
二
関
ス
ル
法
律
（
一
九
三
七
年
九
月
一
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

家
管
理
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
。

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一

速
に
発
展
し
た
が
（
付
表
１
５
）
、
一
九
三
五
年
頃
か
ら
は
、
こ
の
工
業
組
合
を

利
用
し
て
、
地
方
中
小
工
業
を
組
織
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
軍
需
品
の
下
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

機
関
と
し
て
再
編
成
（
１
１
「
地
方
統
制
工
業
の
育
成
」
）
さ
れ
た
。
　
一
九
三
七
年

の
戦
争
開
始
と
と
も
に
強
化
さ
れ
た
統
制
過
程
に
お
い
て
、
工
業
組
合
法
の

第
三
次
改
正
は
国
家
統
制
強
化
の
方
向
に
そ
っ
て
拡
充
さ
れ
、
こ
こ
に
土
業

組
合
は
配
給
統
制
機
関
へ
の
変
質
を
と
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
。
、
臨

時
資
金
調
整
法
（
一
九
三
七
年
九
月
九
日
法
律
第
八
六
号
）
が
施
行
さ
れ
て
、

中
小
企
業
の
組
織
化
は
軍
需
生
産
を
中
心
と
し
た
組
織
化
と
し
て
進
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
白
主
的
統
制
組
織
は
、
軍
需
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

資
本
循
環
の
も
と
で
、
国
家
統
制
組
織
へ
と
転
化
し
た
。

　
戦
時
経
済
体
制
へ
の
移
行
は
、
開
戦
直
後
の
応
急
的
措
置
か
ら
国
家
総
動

員
法
の
制
定
と
発
動
に
お
い
て
本
格
的
に
展
開
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貿
易
及
関
係
産
業
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
第
七
四
号
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
第
九
二
号
）
の
制
定
に
よ
る
戦
時
貿
易
統
制
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
第
八
八
号
）
に
よ
っ
て
軍
需
工
場
の
国

（
六
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
六
五
四
）

　
戦
争
の
長
期
化
が
さ
げ
え
た
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
１
、
恒
久
的
・
総
合
的
措
置
の
根
拠
法
規
と
し
て
、
国
家
総
動
員

法
（
一
九
三
八
年
四
月
一
目
法
律
第
五
五
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
国
家
総
動
員
法
の
制
定
は
、
経
済
統
制
の
上
で
画
期
と
な
っ

た
。　

と
こ
ろ
で
、
軍
需
資
材
の
確
保
の
た
め
の
物
資
調
整
は
、
戦
争
の
長
期
化
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
、
物
資
の
具
体
的
な
需
給

計
画
の
策
定
に
む
か
わ
し
め
た
。
　
こ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
第
一
回
の
物
資
動
員
計
画
（
一
九
三
八
年
一
月
ニ
ハ
日
閣
議
決
定
）
も
、
そ

の
実
施
過
程
で
、
輸
出
貿
易
の
不
振
に
と
も
な
う
輸
入
力
の
減
少
が
原
材
料
資
材
の
供
給
不
足
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
か
ら
修
正
を
余

儀
た
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
改
訂
物
動
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
一
層
統
制
が
強
化
さ
れ
、
こ
と
に
植
民
地
を
ふ
く
む
統
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

的
需
給
計
画
と
し
て
た
て
ら
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
物
資
動
員
は
い
よ
い
よ
戦
時
的
態
様
を
整
え
る
こ
と
に
・
た
っ
た
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
貿
易
統
制
の
強
化
、
生
産
拡
充
計
画
に
導
か
れ
た
資
本
集
中
、
物
資
調
整
に
お
け
る
植
民
地
を
ふ
く
む
統
一
的

調
整
に
よ
っ
て
、
戦
時
経
済
体
制
が
確
立
す
る
こ
と
に
た
っ
た
。
ま
た
、
リ
ソ
ク
制
度
と
輸
出
補
償
制
度
な
ど
の
貿
易
統
制
や
物
資

調
整
に
よ
る
市
場
統
制
で
維
持
さ
れ
た
生
産
機
構
の
も
と
で
は
、
生
産
費
賃
銀
は
あ
ま
り
重
要
な
意
味
を
も
た
な
く
な
る
。
す
な
わ

ち
、
　
「
産
業
合
理
化
」
指
標
と
し
て
の
生
産
費
賃
銀
の
意
味
は
た
く
た
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
国
家
総
動
員
法
に
も
と
づ
く
貿
易
統
制
令
（
一
九
四
一
年
五
月
一
四
日
勅
令
五
八
一
号
）
の
公
布
に
よ
る
戦
時
貿
易
統
制

へ
の
移
行
と
、
世
界
大
戦
へ
の
危
機
が
高
ま
る
中
で
の
貿
易
政
策
の
転
換
（
「
第
三
国
輸
出
」
の
全
面
調
整
）
と
は
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ

び
東
南
ア
ジ
ヤ
市
場
へ
の
傾
斜
を
深
め
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
の
縮
少
と
転
換
と
は
、
そ
の
ま
ま
物
動
計
画
や
生
産
力
拡
充
計

画
に
強
く
影
響
せ
ず
に
は
お
か
た
か
っ
た
。
物
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
四
年
度
計
画
以
来
縮
小
傾
向
を
示
し
、
一
五
年
度
、

と
く
に
そ
の
改
正
計
画
は
一
層
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た
。
ま
た
、
生
産
力
拡
充
計
画
に
つ
い
て
も
、
計
画
遂
行
に
重
大
な
支
障
を



き
た
し
た
。
貿
易
の
縮
小
に
と
も
な
う
こ
の
よ
う
な
縮
小
再
生
産
は
、
生
産
機
構
の
脆
弱
性
構
造
の
克
服
を
困
難
に
し
た
の
み
で
な

く
、
軍
需
の
確
保
の
た
め
に
、
戦
争
拡
大
と
生
産
統
制
に
、
よ
る
民
需
の
蚕
食
と
を
結
果
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
縮
小
再
生
産
過
程
で
の
資
本
集
中
と
し
て
の
生
産
統
制
は
、
従
来
の
統
制
措
置
お
よ
び
統
制
機
構
の
有
効
性
を
著
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

く
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
縮
小
生
産
過
程
で
の
資
本
集
中
に
お
い
て
、
軍
需
中
心
の
資
本
循
環
構
造
を
急
速
か
っ

強
力
に
っ
く
り
だ
す
た
め
に
、
軍
部
は
、
統
制
を
一
層
強
化
し
「
国
防
国
家
」
へ
の
移
行
を
主
張
し
、
財
界
と
の
主
張
の
対
立
が
お
こ

っ
た
。
「
経
済
新
体
制
」
（
１
１
戦
時
軍
事
経
済
体
制
）
へ
の
転
換
は
、
か
か
る
曲
折
の
う
ち
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
具
体
化
は
、
基
本
国

策
要
鋼
の
閣
議
決
定
（
一
九
四
〇
年
七
月
二
六
日
）
に
つ
づ
い
て
、
国
土
計
画
設
定
要
綱
（
同
年
九
月
二
四
日
）
、
日
満
支
経
済
建
設
要
綱

（
同
年
一
〇
旦
二
日
）
、
勤
労
新
体
制
確
立
要
綱
（
同
年
一
一
月
八
日
）
、
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
（
同
年
二
一
月
七
日
）
の
閣
議
決
定
、
さ

ら
に
、
翌
一
九
四
一
年
の
人
口
政
策
確
立
要
綱
（
同
年
一
月
二
二
日
）
、
交
通
政
策
要
綱
（
同
年
二
月
一
四
日
）
、
科
学
技
術
新
体
制
確
立

要
綱
（
同
年
五
月
二
七
日
）
、
財
政
金
融
基
本
方
策
要
綱
（
同
年
七
月
一
一
日
）
の
閣
議
決
定
と
、
国
家
総
動
員
法
の
改
正
（
一
九
四
一
年

三
月
三
日
　
法
律
第
一
九
号
）
に
よ
っ
て
基
本
的
方
向
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
と
く
に
、
こ
の
国
家
総
動
員
法
の
改
正
は
、
そ
の
白
紙
委

任
的
性
格
を
一
層
強
化
Ｌ
、
同
時
に
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
（
一
九
四
一
年
三
月
三
日
法
律
第
二
〇
号
）
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
制
過
程
は
一
層
強
権
的
過
程
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
法
改
正
に
と
も

な
い
そ
の
統
制
組
織
も
次
第
に
二
兀
化
さ
れ
、
強
権
的
性
格
を
お
び
る
に
、
い
た
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
貿
易
統
制
に
っ
い
て
は
、
貿
易
統
制
令
施
行
規
則
中
改
正
（
一
九
四
二
年
四
月
；
百
　
商
工
農
林
省
令
第
一
号
）
で
、

南
洋
貿
易
調
整
令
、
関
．
満
．
支
輸
出
調
整
令
、
関
・
満
・
支
貿
易
調
整
令
を
廃
止
し
て
貿
易
統
制
令
に
吸
収
し
、
関
係
法
観
の
一

元
化
と
強
化
を
行
な
う
と
と
も
に
、
　
「
第
三
国
貿
易
」
全
般
の
総
合
的
一
元
的
統
制
機
関
の
設
立
が
は
か
ら
れ
た
。
一
九
四
二
年
に

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
六
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
六
五
六
）

は
目
本
貿
易
会
が
設
立
さ
れ
、
統
制
会
員
の
資
格
を
有
す
る
諸
団
体
と
翼
賛
団
体
と
の
三
重
組
織
の
統
制
機
構
が
成
立
し
た
。
ま
た
、

製
造
工
業
部
門
で
は
、
重
要
産
業
団
体
令
（
一
九
四
一
年
八
月
三
〇
目
勅
令
第
八
三
一
号
）
の
成
立
に
よ
っ
て
、
丘
ハ
器
製
造
関
係
の
軍

工
業
会
を
の
ぞ
き
、
政
府
　
　
統
制
会
　
　
統
制
組
合
と
い
う
統
制
機
構
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ー
し
か
し
、
こ
う
し
た
統
制

機
構
の
整
備
・
強
化
過
程
は
、
あ
く
ま
で
も
生
産
の
減
退
を
契
機
と
し
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
鉄
鋼
業
で
は
、

目
本
鉄
鋼
連
合
会
を
中
心
と
し
た
自
主
的
統
制
組
織
が
、
一
九
三
九
年
を
頂
点
に
し
た
生
産
減
退
の
中
で
、
資
本
集
中
を
一
層
強
化

（
１
１
鉄
鋼
一
貫
化
）
す
る
た
め
の
総
合
統
轄
機
関
と
し
て
の
統
制
会
に
再
編
さ
れ
た
（
一
九
四
一
年
）
。
　
こ
の
統
制
会
で
は
、
そ
れ
が
ヵ

ル
テ
ル
組
織
で
あ
る
点
で
は
旧
機
構
と
変
化
は
な
い
が
、
　
「
指
導
者
原
理
」
の
採
用
に
よ
っ
て
会
長
権
限
が
著
し
く
強
化
さ
れ
、
統

制
組
織
と
し
て
は
強
力
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
下
部
組
織
の
再
編
過
程
が
進
行
す
る
中
で
、
重
要
産
業
団
体
令
（
一
九
四

一
年
八
月
二
九
日
勅
令
第
八
三
一
号
）
は
成
立
を
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

　
か
か
る
統
制
機
構
の
整
備
・
強
化
に
ょ
っ
て
、
本
格
的
な
生
産
統
制
が
可
能
に
た
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
統
制
機
構
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

「
統
制
の
能
率
化
」
を
口
実
に
、
行
政
職
権
の
一
部
移
譲
を
受
け
、
統
制
会
の
財
閥
・
大
資
本
支
配
と
あ
い
ま
っ
て
、
曲
折
し
た
形

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
金
融
寡
頭
制
の
国
家
支
配
を
貫
徹
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
生
産
統
制
は
、
と
く
に
生
産
減
退
の
も
と
で
は

生
産
の
末
端
機
関
の
把
握
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
統
制
機
構
の
末
端
機
構
の
整
備
の
た
め
に
、
統
制
会
杜
令
（
一
九
四
三
年
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

月
一
八
目
勅
令
第
七
八
四
号
）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
非
能
率
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
局
の
悪
化
に

と
も
た
う
一
層
の
生
産
減
退
は
、
軍
工
業
会
と
統
制
会
杜
と
の
矛
盾
を
露
呈
さ
せ
、
軍
需
生
産
中
心
の
「
決
戦
態
勢
」
の
確
立
の
た

め
に
・
軍
需
省
の
設
置
（
一
九
四
三
年
一
一
月
一
日
）
と
軍
需
会
杜
法
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
一
目
　
法
律
第
一
〇
八
号
）
の
制
定
を
み

　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

る
こ
と
に
た
っ
た
。



　
だ
が
し
か
し
、
生
産
減
退
に
と
も
な
う
生
産
統
制
の
た
め
の
統
制
強
化
（
１
１
統
制
の
強
権
化
と
二
兀
化
）
過
程
は
、
自
主
的
た
労
働

市
場
機
能
を
否
定
し
、
直
接
的
な
労
働
力
配
置
（
１
１
戦
時
下
資
本
集
中
過
程
の
労
働
力
組
織
化
）
を
必
然
化
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
戦
時
下
資
本
集
中
過
程
が
強
権
的
な
生
産
統
制
過
程
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
で
、
労
働
力
の
組
織
化
も
強
権
的
過
程
と

し
て
発
現
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
　
し
か
も
、
生
産
統
制
（
生
産
力
拡
充
計
画
と
物
資
動
員
計
画
）
に
従
属
し
た
労
働
力
配
置
に
お
い

て
は
、
こ
の
労
働
の
杜
会
的
配
分
は
価
値
法
則
に
ょ
ら
ず
、
労
務
動
員
計
画
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ

こ
で
は
生
産
費
賃
銀
は
一
層
そ
の
意
味
を
低
下
さ
せ
、
賃
銀
は
、
労
働
力
統
制
を
補
完
す
る
位
置
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
戦
時
下
資
本
集
中
過
程
の
進
行
に
よ
る
価
格
支
配
の
直
接
的
・
強
権
的
支
配
（
１
１
物
価
統
制
）
の
成
立
は
、
物
価
と
賃
銀
と

の
関
係
に
お
い
て
も
、
も
っ
と
直
接
的
な
関
連
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
物
価
統
制
に
お
い
て
は
、
戦
時
適
正
価
格
の
決
定
が

は
か
ら
れ
た
が
、
賃
銀
も
、
こ
の
戦
時
適
正
価
格
の
構
成
要
素
と
し
て
、
公
定
価
格
、
非
公
定
価
格
の
価
格
体
系
の
中
で
「
調
整
」

決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
生
産
統
制
下
の
賃
銀
は
、
物
価
統
制
の
も
と
で
、
戦
時
適
正
価
格
の
生
産
費
構
成
要
素
の
「
調
整
」
と
、
労
務
需
給

の
「
調
整
」
要
因
と
し
て
、
国
家
に
よ
る
統
制
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
（
１
）
　
一
九
三
一
年
以
降
、
金
一
単
位
に
た
い
す
る
輸
出
商
品
量
は
急
増
し
た
が
、
輸
入
商
品
量
は
減
少
し
た
。

　
（
２
）
　
北
原
道
貫
「
目
本
貿
易
構
成
及
政
策
」
（
小
山
弘
健
・
上
林
貞
次
郎
・
北
原
道
貫
『
日
本
産
業
機
構
研
究
』
伊
藤
書
店
、
一
九
四
三
年
所
収
）
ミ

　
　
　
三
九
頁
）
。

　
（
３
）
　
為
替
ダ
ソ
ピ
ン
グ
が
、
か
え
っ
て
貿
易
を
混
乱
さ
せ
、
国
民
経
済
を
破
壌
す
る
危
険
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
生
産
費
の
引
き
下
げ
に
よ
る
輸
出
増

　
　
　
加
を
は
か
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
生
産
費
の
引
き
下
げ
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
ら
ず
、
可
変
資
本
の
節
約
を
中
心
と

　
　
　
し
て
行
た
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る
実
質
賃
銀
の
低
下
と
労
働
支
出
の
内
包
的
・
外
延
的
支
出
強
化
に
よ
っ
て
、
可
変
資

　
　
　
本
節
約
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
と
く
に
、
当
時
の
重
要
輸
出
商
品
た
る
繊
維
（
と
り
わ
け
綿
織
物
中
心
）
で
は
、
そ
の
時
期
ま
で
に
旧
式
機
械
の
新

　
　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
六
五
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

三
六
　
（
六
五
八
）

　
　
式
機
械
へ
の
大
量
代
置
を
お
え
て
い
た
。
そ
の
新
し
い
機
械
装
置
の
も
と
で
、
平
均
受
持
錘
数
の
増
加
（
一
九
二
九
年
を
一
〇
〇
と
し
て
一
九
三
〇

　
　
年
が
一
ニ
ハ
、
一
九
三
一
年
に
は
二
一
九
、
一
九
三
四
年
で
二
二
二
に
増
加
）
と
、
精
紡
機
回
転
速
度
の
上
昇
（
一
九
二
九
年
頃
は
、
中
糸
で
九
千

　
　
回
な
い
し
一
万
同
前
後
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
三
四
年
頃
に
は
一
万
一
、
二
千
回
に
達
し
た
）
と
に
よ
っ
て
、
労
働
密
度
は
急
速
に
上
昇
し
た
。

　
　
労
働
能
率
の
こ
の
よ
う
な
増
進
は
、
労
働
者
数
の
減
少
過
程
で
男
子
労
働
力
の
女
子
労
働
カ
ヘ
の
置
き
か
え
を
進
行
さ
せ
、
一
九
二
四
年
で
男
工
対

　
　
女
工
比
率
が
一
対
三
・
四
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
三
五
年
に
は
一
対
七
二
一
と
た
っ
た
。
さ
ら
に
賃
銀
に
お
い
て
は
、
一
九
二
九
年
を
一
〇
〇
と

　
　
す
れ
ぱ
、
以
下
低
下
を
続
げ
て
、
一
九
三
一
年
六
月
に
は
、
男
工
で
八
九
・
五
、
女
工
で
七
八
・
三
、
一
九
三
四
年
六
月
に
は
、
男
工
は
八
六
．
七
、

　
　
女
工
で
六
三
・
二
（
た
だ
し
小
売
物
価
指
数
も
東
京
で
八
一
・
七
ま
で
低
下
）
ま
で
低
下
し
た
。
一
方
で
は
、
工
場
法
の
施
行
に
よ
る
深
夜
業
廃
止

　
　
が
実
施
さ
れ
た
が
ら
、
他
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
強
化
と
賃
銀
引
き
下
げ
が
お
こ
た
わ
れ
た
（
名
和
統
一
『
目
本
紡
績
業
と
原
棉
間
題
研
究
』

　
　
大
同
書
院
、
一
九
三
七
年
、
補
説
箪
一
章
「
日
本
紡
績
業
に
於
け
る
労
賃
と
労
働
条
件
」
参
照
）
。
　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
相
対
的
に
高
い
生
産
力
の

　
　
も
と
で
の
低
賃
銀
こ
そ
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ソ
ピ
ン
グ
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

（
４
）
　
貿
易
統
制
は
、
当
初
は
輸
出
統
制
と
し
て
行
た
わ
れ
た
。
輸
出
産
業
が
多
く
の
中
小
企
業
を
か
か
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
中
小
企
業
の

　
　
「
合
理
化
」
を
目
的
と
し
て
出
発
し
、
世
界
市
場
の
硬
直
化
・
縮
小
過
程
で
の
貿
場
協
定
締
結
（
１
１
求
償
主
義
貿
房
の
展
開
）
と
か
か
わ
っ
て
、
そ

　
　
の
よ
う
た
条
件
の
も
と
で
輸
出
の
維
持
振
興
を
は
か
る
一
っ
の
手
段
と
し
て
輸
出
統
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
の
戦
争
勃
発

　
　
と
と
も
に
、
貿
易
統
制
も
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
菱
沼
勇
『
戦
時
経
済
と
貿
易
国
策
』
戦
時
経
済
国
策
大
系
第
八
巻
、
東
亜
政
経
杜
、

　
　
一
九
四
一
年
、
五
八
－
六
一
頁
）
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
貿
易
統
制
は
、
輸
出
組
合
法
に
ー
よ
る
輸
出
統
制
の
み
で
輸
入
統
制
に
お
よ
ば
ず
、
か
っ
、

　
　
生
産
老
と
の
関
係
を
閑
却
す
る
と
い
う
弱
点
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
貿
易
統
制
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
貿
笏
組
合
法
と
「
貿
屠
調
整
法
」

　
　
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
朝
目
新
聞
経
済
部
編
『
朝
日
経
済
年
史
』
昭
和
二
一
年
版
、
八
七
頁
）
。
　
Ｌ
か
し
、
両
法
は
一
九
三
七
年
九
月
二

　
　
二
目
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
適
用
を
見
た
い
ま
ま
、
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
に
席
を
譲
る
こ
と
に
た
っ
た
。

（
５
）
　
輸
出
入
リ
ソ
ク
制
度
は
、
消
費
財
用
原
材
料
の
輸
入
抑
制
が
も
た
ら
す
輸
出
生
産
へ
の
圧
迫
を
救
済
せ
ん
と
し
た
目
本
独
得
の
制
度
で
あ
っ
た
。

　
　
当
初
は
、
技
術
的
制
約
に
も
と
づ
き
、
商
品
別
リ
ン
ク
制
外
輸
出
商
品
の
た
め
の
原
材
料
輸
入
を
極
度
に
圧
迫
し
た
た
め
に
輸
出
貿
房
の
改
善
が
進

　
　
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
欠
陥
を
是
正
す
る
た
め
に
、
商
工
省
は
綜
合
リ
ソ
ク
制
を
主
張
し
た
が
、
為
替
管
理
上
か
ら
大
蔵
省
が
反
対
し
実
現
し
た
か
っ

　
　
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
主
張
の
妥
協
の
代
案
と
し
て
、
特
殊
リ
ソ
ク
制
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
輸
入
原
料
と
輸
出
商
品
の
関
係
の
複
雑
な
も
の

　
　
ま
で
適
用
を
拡
大
し
た
商
品
別
リ
ソ
ク
制
の
一
変
種
に
ほ
か
た
ら
な
か
っ
た
（
前
掲
、
北
原
道
貫
「
目
本
貿
房
構
成
政
策
」
三
六
〇
１
一
頁
）
。

（
６
）
　
リ
ン
ク
制
か
ら
は
ず
れ
た
輸
出
品
に
た
い
し
て
原
材
料
の
配
給
が
円
滑
に
ゆ
か
ず
、
そ
の
か
ぎ
り
輸
出
品
製
造
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
お
き
た
。



　
　
そ
こ
で
、
原
材
料
の
も
っ
と
も
有
効
な
配
分
を
は
か
る
た
め
に
、
主
要
貿
易
府
県
に
輸
出
品
用
原
材
料
配
給
会
杜
（
公
共
団
体
五
割
出
資
）
が
設
立

　
　
さ
れ
た
。
こ
の
配
給
会
杜
は
、
輸
出
品
製
造
に
一
定
の
条
件
を
備
え
て
い
る
業
者
が
「
第
三
国
」
と
輸
出
契
約
を
し
た
ば
あ
い
、
そ
の
製
造
に
必
要

　
　
な
原
材
料
を
業
者
に
配
給
す
る
と
と
も
に
、
割
当
て
た
原
材
料
の
内
地
転
用
が
行
な
わ
れ
な
い
よ
う
監
督
す
る
こ
と
を
主
要
な
業
務
と
し
た
（
通
商

　
　
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』
第
六
巻
貿
易
（
下
）
、
一
九
七
一
年
、
二
六
〇
頁
）
。

（
７
）
　
一
九
三
八
年
、
長
期
．
本
格
的
な
戦
時
体
制
確
立
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
と
と
も
に
、
第
一
次
（
昭
和
；
一
年
度
）
物
資
動
員
計
画
は
改
訂
（
一

　
　
九
三
八
年
六
月
）
さ
れ
た
。
こ
の
改
訂
は
、
輸
出
激
減
に
よ
る
第
一
次
計
画
の
破
綻
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
改
訂
計
画
で
は
、
「
新
事
態
に
即

　
　
応
し
、
軍
需
品
及
輸
出
原
料
充
足
を
優
先
」
す
る
た
め
に
、
物
価
抑
制
、
民
需
節
減
と
、
輸
出
増
進
の
た
め
の
貿
易
統
制
の
強
化
が
な
さ
れ
た
。
さ

　
　
ら
に
一
四
年
度
計
画
で
は
、
軍
需
充
足
に
っ
い
で
、
輸
出
貿
易
資
材
の
供
給
が
箪
二
位
に
お
か
れ
、
生
産
力
拡
充
用
資
材
の
上
位
に
お
か
れ
た
。
し

　
　
か
も
、
　
「
或
る
場
合
に
は
軍
需
に
優
先
せ
し
め
る
こ
と
も
あ
る
」
と
さ
え
、
註
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
は
、
軍
需
資
材
の
備
蓄
目

　
　
的
か
ら
来
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
方
針
が
貫
か
れ
た
の
も
ほ
ぽ
一
四
年
度
計
画
ま
で
の
も
の
で
、
一
五
年
度
計
画
で
は
、
対
目
重
要
物
資
禁
輸

　
　
の
強
化
で
、
実
際
上
不
可
能
な
方
針
と
な
り
、
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

（
８
）
戦
争
勃
発
後
、
米
英
ク
ロ
ス
の
惨
落
に
た
い
し
、
九
月
一
五
日
対
米
相
場
を
三
二
弗
５
一
１
６
に
据
置
く
臨
時
措
置
を
と
り
、
さ
ら
に
同
二
九
日
対

　
　
米
相
場
裁
定
基
準
を
転
換
し
て
事
実
上
二
三
弗
ヱ
ー
６
に
釘
付
に
し
た
。
金
準
備
が
弱
い
以
上
、
　
「
第
三
国
」
通
貨
に
連
繋
し
て
為
替
の
安
定
を
は

　
　
か
る
必
要
が
あ
っ
た
。
確
に
リ
ソ
ク
す
る
か
弗
に
リ
ン
ク
す
る
か
の
激
論
が
あ
っ
た
が
、
○
Ｕ
通
貨
価
値
の
安
定
性
に
お
い
て
弗
が
ま
さ
り
、
の
貿
易

　
　
構
造
か
ら
、
「
対
米
為
替
ヲ
低
位
二
置
キ
輸
入
原
材
料
コ
ス
上
口
同
二
依
ツ
テ
蒙
ル
不
利
ハ
対
英
為
替
ヲ
高
位
二
置
キ
英
国
主
権
地
域
向
輸
出
ヲ
維
持

　
　
ス
ル
コ
ト
ニ
依
リ
受
ク
ベ
キ
利
益
ヲ
相
殺
シ
テ
余
リ
ア
ル
」
こ
と
、
倒
国
内
物
価
安
定
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
↑
Ｏ
戦
時
経
済
体
制
整
傭
（
物
資
動
員

　
　
計
画
、
生
産
力
拡
充
計
画
）
の
た
め
に
も
、
弗
リ
ソ
ク
ヘ
の
転
換
が
有
利
と
さ
れ
た
（
日
本
銀
行
調
査
局
「
為
替
基
準
二
関
ス
ル
間
題
」
昭
和
一
四

　
　
年
一
〇
月
二
四
目
、
目
本
銀
行
調
査
局
編
『
目
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
第
三
〇
巻
、
戦
時
金
融
関
係
資
料
（
四
）
、
一
九
七
一
年
、
一
五
一
－
四
頁
）
。

　
　
　
こ
の
弗
リ
ソ
ク
に
お
い
て
、
そ
の
転
換
が
お
く
れ
た
こ
と
で
、
円
の
価
値
の
「
目
に
見
え
な
い
」
切
下
げ
が
お
こ
り
、
客
観
的
に
は
為
替
ダ
ン
ピ

　
　
ン
グ
に
っ
な
が
っ
た
（
前
掲
、
北
原
道
貫
「
日
本
貿
易
構
成
及
政
策
」
三
六
七
－
九
頁
）
。

（
９
）
　
前
掲
、
北
原
遣
貫
「
日
本
貿
場
構
成
及
政
策
」
三
七
一
－
二
頁
。

（
１
０
）
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』
第
二
巻
産
業
統
制
、
一
九
六
四
年
、
一
〇
〇
頁
。

（
ｕ
）
　
近
衛
内
閣
が
公
表
し
た
「
わ
が
国
経
済
力
の
充
実
発
展
に
関
す
る
件
」
に
ょ
れ
ぼ
、
　
「
現
下
内
外
の
情
勢
に
顧
み
る
と
き
は
国
防
並
に
国
民
生
活

　
　
を
基
調
と
す
る
諸
方
策
を
実
施
す
る
の
要
極
め
て
緊
切
な
る
も
の
あ
り
、
之
が
為
に
は
日
満
両
国
を
通
じ
て
経
済
力
の
充
実
発
展
を
図
る
こ
と
を
肝

　
　
戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
突
（
そ
の
一
）
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
六
五
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
六
六
〇
）

　
　
要
に
－
し
て
生
産
力
の
拡
充
・
国
際
収
支
の
適
合
及
び
物
資
需
要
の
調
整
の
三
点
を
主
眼
と
す
る
総
合
的
計
画
の
具
体
案
」
の
確
立
が
主
張
さ
れ
た
。

（
１
２
）
　
対
象
と
た
る
「
計
画
産
業
」
は
、
根
本
方
針
に
の
っ
と
っ
て
、
鉄
鋼
、
石
炭
、
軽
金
属
、
非
鉄
金
属
、
石
油
お
よ
び
そ
の
代
用
品
、
ソ
ー
ダ
お
よ

　
　
び
工
業
塩
・
硫
酸
ア
ソ
モ
ニ
ア
、
パ
ル
プ
、
金
、
工
作
機
械
、
鉄
道
車
靹
、
船
舶
、
自
動
車
、
羊
毛
、
電
力
の
一
五
産
業
と
さ
れ
た
。

（
１
３
）
前
掲
、
『
商
工
政
策
史
』
第
一
一
巻
産
業
統
制
、
二
〇
八
頁
。

（
１
４
）
　
目
中
戦
争
開
始
前
に
－
・
石
油
業
法
（
一
九
三
四
年
三
月
二
八
目
　
法
律
第
二
六
号
）
と
自
動
車
製
造
事
業
法
（
一
九
三
六
年
五
月
二
九
目
　
法
律

　
　
第
三
三
号
）
が
制
定
さ
れ
て
い
た
が
、
開
戦
と
と
も
に
つ
ぎ
の
諸
事
業
法
の
制
定
を
み
た
。

　
　
　
人
造
石
油
製
造
事
業
法
（
一
九
三
七
年
八
月
一
〇
目
　
法
律
第
五
二
号
、
一
九
三
八
年
一
月
二
五
目
施
行
）

　
　
　
製
鉄
事
業
法
（
一
九
三
七
年
八
月
一
二
目
　
法
律
第
六
八
号
、
同
年
九
月
二
一
目
施
行
）

　
　
　
工
作
機
械
製
造
事
業
法
（
一
九
三
八
年
三
月
三
〇
日
　
法
律
第
四
〇
号
、
同
年
七
月
一
一
目
施
行
）

　
　
　
航
空
機
製
造
事
業
法
（
一
九
三
八
年
三
月
三
〇
日
　
法
律
第
四
一
号
、
同
年
八
月
三
〇
日
施
行
）

　
　
　
造
船
事
業
法
（
一
九
三
九
年
四
月
五
目
　
法
律
第
七
〇
号
、
同
年
一
二
月
一
目
施
行
）

　
　
　
軽
金
属
製
造
事
業
法
（
一
九
三
九
年
五
月
一
目
　
法
律
箪
八
八
号
、
同
年
九
月
二
一
目
施
行
）

　
　
　
有
機
合
成
事
業
法
（
一
九
四
〇
年
四
月
四
日
　
法
律
第
九
六
号
、
一
九
四
一
年
一
月
一
〇
日
施
行
）

　
　
　
重
要
機
械
製
造
事
業
法
（
一
九
四
一
年
五
月
三
目
　
法
律
第
八
六
号
、
一
九
四
二
年
一
月
六
日
施
行
）

一
正
一
戦
時
生
産
統
制
と
し
て
は
、
特
殊
会
杜
の
設
立
の
ほ
か
、
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
に
よ
る
生
産
命
令
、
製
造
禁
止
、
設
備
制
限
な
ど
が
あ
る
。

　
　
硝
酸
ノ
製
造
二
関
ス
ル
件
（
一
九
三
七
年
）
、
繊
維
工
業
設
傭
二
関
ス
ル
件
（
一
九
三
八
年
）
、
毛
織
物
製
造
制
限
規
則
（
一
九
三
八
年
）
、
綿
製
品

　
　
ノ
製
造
制
限
二
関
ス
ル
件
（
一
九
三
八
年
）
、
製
鉄
設
備
制
限
規
則
（
一
九
三
九
年
）
、
製
鉄
鋳
物
ノ
製
造
制
限
二
関
ス
ル
件
（
一
九
三
八
年
）
、
鋼

　
　
製
品
ノ
製
造
制
限
二
関
ス
ル
件
（
一
九
三
八
年
）
が
施
行
さ
れ
、
さ
ら
に
、
技
術
統
制
や
労
務
統
制
に
よ
っ
て
も
問
接
的
規
制
を
う
け
た
。
Ｌ
か
Ｌ
、

　
　
生
産
統
制
の
最
終
的
彬
態
は
、
軍
需
工
業
動
員
法
に
よ
る
軍
需
工
場
の
国
家
管
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
四
三
年
の
軍
需
会
杜
法
の
制
定
に
よ
っ
て

　
　
具
体
化
し
た
。

（
１
６
）
　
中
小
企
業
の
組
織
化
は
、
工
業
組
合
法
の
第
三
次
（
一
九
三
七
年
）
、
第
四
次
（
一
九
三
九
年
）
改
正
に
よ
っ
て
、
工
業
組
合
を
物
資
統
制
に
即

　
　
応
し
た
配
給
統
制
機
関
へ
転
換
す
る
こ
と
で
急
速
に
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
組
織
化
は
、
軍
需
産
業
、
輸
出
産
業
お
よ
び
代
用
品
産
業
へ
の
転

　
　
換
と
い
う
過
程
と
し
て
進
行
し
た
。
し
か
し
、
陸
海
軍
省
の
「
軍
需
工
業
指
導
方
針
大
要
」
（
一
九
四
〇
年
四
月
一
〇
目
）
に
よ
つ
て
、
軍
当
局
は
、

　
　
軍
需
工
業
関
係
中
小
工
場
の
指
導
に
あ
た
り
、
転
廃
業
助
成
よ
り
整
備
に
よ
る
綜
合
生
産
力
向
上
に
主
眼
を
移
す
こ
と
を
明
ら
か
に
Ｌ
た
。
こ
こ



（
１
７
）

に
、
商
工
省
の
転
廃
業
助
成
方
針
は
転
換
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、
こ
の
組
織
化
は
、
中
小
企
業
の
整
備
統
合
過
程
と
し
て
展
開
し
、

「
労
務
者
へ
の
転
換
促
進
政
策
」
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』
第
二
一
巻
中
小
企
業
、
一
九
六
三
年
、
三
一

〇
１
三
二
三
頁
）
。

　
需
給
関
係
の
調
整
を
必
要
と
す
る
物
資
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
関
係
業
界
に
協
議
会
を
組
織
さ
せ
て
、
自
主
的
に
調
整
せ
し
め
る
べ
く
、
需
給
調

整
協
議
会
令
と
需
給
調
整
協
議
会
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
改
正
工
業
組
合
法
に
よ
る
工
業
組
合
、
関
係
業
者
で
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た

任
意
組
合
た
る
統
制
組
合
、
国
策
会
杜
が
、
配
給
統
制
機
構
を
形
成
し
た
。
し
か
し
な
お
、
需
給
調
整
協
議
会
を
の
ぞ
い
て
、
多
く
は
従
来
の
自
主

的
統
制
組
織
の
転
化
し
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
（
前
掲
、
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』
第
一
一
巻
産
業
統
制
、
二
五
五
－
七
頁
）
。
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２
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他
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形
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２
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巻ｕ第』吏第政工商『編省業産商通掲前

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）
（
三
好
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

　
当
初
、
軍
需
工
業
動
員
法
の
徹
底
し
た
発
動
・
施
行
は
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｌ
た
が
っ
て
、
工
場
事
業
場
管
理
令
（
一
九
三
七
年

九
月
二
五
目
　
勅
令
第
五
二
八
号
）
も
そ
の
主
旨
で
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
施
行
過
程
で
は
、
陸
軍
は
陸
軍
軍
需
監
督
官
令
（
一
九
三
八
年
一
月
一

四
日
　
勅
令
第
三
〇
号
）
を
制
定
し
、
発
註
し
た
軍
需
品
の
製
造
ま
た
は
修

理
を
な
す
民
間
工
場
に
た
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
監
督
官
、
監
督
官
補
、

会
計
監
督
官
、
会
計
監
督
官
補
を
お
い
て
こ
れ
を
監
督
し
た
。

　
椎
名
悦
三
郎
『
戦
時
経
済
と
物
資
調
整
』
戦
時
経
済
国
策
大
系
第
一
巻
、

産
業
経
済
学
会
、
一
九
四
一
年
、
三
一
〇
頁
。

　
Ｊ
・
Ｂ
・
コ
ー
ヘ
ン
、
大
内
丘
ハ
衛
訳
『
戦
時
戦
後
の
目
本
経
済
』
上
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
。
三
九
頁
。

　
生
産
統
制
の
強
化
過
程
は
、
重
点
生
産
の
強
化
に
対
応
し
て
、
法
的
強
権

を
背
景
と
し
た
企
業
整
備
を
強
行
し
た
。
一
九
四
一
年
に
は
企
業
整
備
を
強

行
し
た
。
一
九
四
一
年
に
は
企
業
許
可
令
（
同
年
二
一
月
一
一
目
勅
令
箪

一
〇
八
四
号
）
に
よ
っ
て
、
企
業
の
全
面
許
可
制
が
実
施
さ
れ
、
新
規
開
業

は
ほ
ぽ
完
全
に
否
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
既
存
の
企
業
の
整
備
も
、
企
業
整

備
令
（
一
九
四
二
年
五
月
二
二
目
　
勅
令
第
五
〇
三
号
）
で
、
一
九
四
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
六
六
一
）



（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

四
〇
　
（
六
六
二
）

三
月
頃
ま
で
に
整
備
を
お
わ
っ
た
。
な
お
、
整
備
に
よ
る
要
職
転
換
老
総
数
は
、
七
一
万
一
千
人
と
推
定
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
生
産
統
制
は
、
生
産
機
構
の
縮
小
再
編
成
過
程
と
し
て
、
そ
の
統
制
組
織
、
機
構
の
整
理
を
進
め
て
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
統
制
会
、

軍
工
業
会
、
営
団
の
成
立
、
整
備
の
過
程
と
し
て
進
行
し
た
。
な
お
、
商
工
省
所
管
の
統
制
団
体
お
よ
び
国
策
会
杜
は
、
六
四
六
に
の
ぼ
っ
た
（
付

表
参
照
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
統
制
組
織
の
中
で
、
軍
工
業
会
は
圧
倒
的
な
力
を
も
ち
、
財
閥
系
会
杜
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
軍
工
業
会
に
加
入
し
て

お
り
、
戦
時
統
制
過
程
で
も
財
閥
の
地
位
は
い
ぜ
ん
と
Ｌ
て
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
次
指
定
分
の
統
制
会
（
造
船
統
制
会
を
の
ぞ
く
二
統
制
会
と
鉄
道
軌
道
統
制
会
）
の
設
立
が
終
っ
た
一
九
四
二
年
二
月
に
は
、
「
国
家
総

動
員
法
第
十
八
条
ノ
規
定
二
依
ル
法
人
等
ヲ
シ
テ
行
政
管
庁
ノ
職
権
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
関
ス
ル
法
律
」
（
同
年
二
月
一
八
目
　
法
律
第
一
五
号
）

が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
具
体
化
は
、
一
九
四
三
年
の
「
行
政
官
庁
職
権
委
譲
令
」
　
（
同
年
一
月
二
一
日
　
勅
令
第
二
六
号
）
の
制
定
を
ま
た
ね
ぱ

な
ら
た
か
っ
た
。

　
前
掲
、
コ
ー
ヘ
ン
著
大
内
兵
衛
訳
『
戦
時
戦
後
の
日
本
経
済
』
上
巻
、
九
〇
１
九
一
頁
。

　
一
九
四
三
年
九
月
二
一
目
の
閣
議
で
、
玩
情
勢
下
に
於
げ
る
国
政
運
営
要
綱
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
軍
需
生
産
の
急
速
な
増
強
、
と

り
わ
げ
航
空
戦
力
の
躍
進
的
拡
充
の
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
○
ｏ
軍
需
生
産
を
計
画
的
か
つ
統
一
的
に
し
か
も
迅
速
簡
素
に
遂
行
確
保
す
る
行
政

運
営
の
態
勢
を
整
備
強
化
す
る
こ
と
、
似
重
要
軍
需
企
業
の
国
民
性
を
経
営
上
さ
ら
に
明
確
た
ら
し
め
る
と
と
も
に
生
産
責
任
体
制
を
確
立
す
る
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
軍
需
省
の
設
置
と
軍
需
会
杜
法
の
制
定
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
（
前
掲
、
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政

策
史
』
第
一
一
巻
産
業
統
制
、
五
九
四
頁
）
。

　
こ
の
軍
需
会
杜
法
は
、
軍
需
会
杜
の
「
国
家
的
性
格
」
と
勤
労
の
「
国
家
性
」
を
明
ら
か
に
し
、
か
か
る
規
定
に
お
い
て
、
生
産
責
任
者
（
杜
長

に
■
あ
た
る
）
、
生
産
担
当
者
（
工
場
長
に
あ
た
る
）
お
よ
び
そ
の
指
揮
に
従
う
べ
き
職
員
そ
の
他
の
従
業
老
を
、
「
徴
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
」

（
同
法
第
六
条
）
、
そ
の
職
務
を
怠
っ
た
老
に
つ
い
て
は
国
家
が
徴
戒
を
行
た
う
権
限
を
も
つ
と
し
た
（
同
法
第
二
一
条
）
。
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）


